
 平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ７ 日 
教 育 課 程 部 会 
算数・数学ワーキンググループ 

資料８ 

 

算数・数学ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．算数・数学を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・算数・数学を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた算数・数学において育成すべき資

質・能力の系統性について 

・算数科・数学科において育成すべき資質能力と指導内容との関係について 

・統計的な内容等の充実について 

 

 

２．アクティブ・ラーニング（※）の三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき算数・数学の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき算数・数学の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力高 等 学 校 基 礎 学 力

テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

◎
算
数
の
学
習
を
生
活
や
学
習
に
活
用
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
概
念
や
性
質
な
ど
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
処
理
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
を

身
に
付
け
る
。

②
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
察
す
る
力
，
基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性
質
な
ど
を
見
い
だ
し
統
合
的
・発
展
的

に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
柔
軟
に
表
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
に
気
づ
き
，
算
数
の
学
習
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
た
り
，
学
習
を
振
り
返
っ
て
よ
り
よ
く
問
題
解
決
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

事
象
を
数
理
的
に
考
察
し
た
り
，
自
分
の
考
え
を
数
学
的
に
表
現
し
処
理
し
た
り
，
振
り
返
っ
た
り
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

具
体
物
，
図
，
数
，
式
，
表
や
グ
ラ
フ
相
互
の
関
連
を
図
り
、
問
題
解
決
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

【中
学
校
】

◎
事
象
を
数
学
化
し
，
論
理
的
に
考
察
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
数
量
や
図
形
な
ど
の
性
質
を
見
い
だ
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て

事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
数
学
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
て
考
え
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・改
善
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
生
徒
自
ら
が
集
め
た
り
選
択
し
た
り
す
る
活
動
や
，
帰
納
的
に
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
自
ら
決
ま
り
を
見
付
け
る
活
動
，
見
い
だ
し
た

決
ま
り
を
既
習
の
内
容
を
生
か
し
て
演
繹
的
に
説
明
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

既
習
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
関
連
を
図
っ
た
り
，
新
た
に
学
ん
だ
内
容
を
用
い
る
と
，
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

た
り
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

【高
等
学
校
】

◎
事
象
を
数
学
化
し
，
論
理
的
に
考
察
し
，
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
本
質
を
明
ら
か
に
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
，
数
学
を
活
用
し
て
粘
り
強
く
考
え
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
き
判
断
し
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・改
善
し
た
り
す
る

態
度
を
養
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
生
活
と
関
連
付
け
た
り
，
生
徒
の
疑
問
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
生
徒
の
数
学
学
習
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
。

学
習
の
過
程
を
振
り
返
り
，
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
り
学
習
内
容
を
整
理
し
直
し
た
り
し
て
，
自
ら
見
い
だ
し
た
問
題
を
解
決
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

幼
・
小
・

中
・

高
等

学
校
を

通
じ

た
算

数
・

数
学

教
育

の
イ
メ
ー
ジ

(案
)

資
料
７
－
１

平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

【幼
児
教
育
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
,本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
,幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
,幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
数
量
な
ど
に
親
し
む
体
験
を
重
ね
た
り
、
標
識
や
文
字
の
役
割
に
気
付
い
た
り
し
、
必
要
感
に
応
じ
て
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
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知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
の
例
＊

数
学

高
等
学
校

数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概

念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的

理
解

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数

学
的
に
解
釈
・
表
現
し
た
り

す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

事
象
を
数
学
的
に
考
察
す
る
力

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
問
題
を
解
決
し
，

思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
そ
の
本
質
や

他
の
事
象
と
の
関
係
を
認
識
し
，
統
合

的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
，
数
学
の
用
語
や
記
号
の

よ
さ
，
数
学
的
な
処
理
の
よ
さ
，
数
学
の
実
用
性
な
ど
を
認

識
し
，
事
象
の
考
察
や
問
題
の
解
決
に
数
学
を
積
極
的
に
活

用
し
て
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
，
柔
軟
に
考
え
，
そ

の
過
程
を
振
り
返
り
，
考
察
を
深
め
た
り
評
価
・
改
善
し
た

り
す
る
態
度

多
様
な
考
え
を
生
か
し
，
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
計
画
の
実
行
，
結
果
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
、
推
測
な

ど
の
発
生

数
学

中
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る

基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法

則
の
理
解

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数

学
的
に
解
釈
・
表
現
し
た
り

す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
を

活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
，
数
量
や
図
形

な
ど
の
性
質
を
見
い
だ
し
，
統
合
的
・
発

展
的
に
考
え
る
力

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
，
数
学
的
な
処
理
の
よ
さ
，

数
学
の
実
用
性
な
ど
を
実
感
し
，
様
々
な
事
象
の
考
察
や
問

題
解
決
に
数
学
を
活
用
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
考
え
，
そ
の
過
程
を

振
り
返
り
，
考
察
を
深
め
た
り
評
価
・
改
善
し
た
り
す
る
態

度 多
様
な
考
え
を
認
め
，
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
計
画
の
実
行
，
結
果
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な

ど
の
発
生

算
数

小
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て

の
基
礎
的
･基
本
的
な
概
念

や
性
質
な
ど
の
理
解

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
処

理
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
見
通
し

を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
力

基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性
質

や
計
算
の
仕
方
を
見
い
だ
し
，
既
習
の
内

容
と
結
び
つ
け
統
合
的
に
考
え
た
り
，
そ

の
こ
と
を
基
に
発
展
的
に
考
え
た
り
す
る

力 数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
，
目
的
に
応
じ

て
柔
軟
に
表
し
た
り
す
る
力

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
，

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
や
数
理
的
な
処
理
の
よ
さ
に
気
付

き
，
算
数
の
学
習
を
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と

す
る
態
度

数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
，
批
判
的
に

検
討
し
よ
う
と
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
続
け
よ

う
と
し
，
抽
象
的
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し

よ
う
と
し
た
り
，
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
よ
り
一
般
的
に
表
現

し
よ
う
と
す
る
な
ど
，
多
面
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
気
付
き

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
解
決
の
実
行

•
解
決
し
た
こ
と
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
の
気
付
き

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た

、
小
・
中
・

高
等

学
校

を
通

じ
て

算
数
・

数
学
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能

力
の
整

理
(
案
)

平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
７
－
２

＊
学
習
過
程
に
つ
い
て
は
，
自
立
的
に
，
と
き
に
協
働
的
に
行
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。
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算
数
・
数
学
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え

方
(案

)
平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・
数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
４

高
等
学
校

数
学

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
，
体
系
的
に
考
察
す
る
。

中
学
校

数
学

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。

小
学
校

算
数

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

帰
納
的
・
類
推
的
・
演
繹
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。
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【
現
実
の
世
界
】

【
算
数
・
数
学
の
世
界
】

数
学
的
に
表
現
し
た

問
題

結
果

数
学
化

活
用
・
意
味
づ
け

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，

数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
，

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

算
数
・
数
学
の
問
題
発
見
・
解
決
の
プ
ロ
セ
ス 数
学
の
事
象

Ａ
２

※
各
場
面
で
，
言
語
活
動
を
充
実

※
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
は
，
自
立
的
に
と
き
に
協
働
的
に
行
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
，
評
価
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

統
合
・
発
展

／
体
系
化

数
学
化

焦
点
化
し
た

問
題Ｂ Ｃ

Ｄ
１

Ｄ
２

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

Ａ
１
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算
数
・
数
学
に
お
け
る
問
題
発
見
･解
決
の
プ
ロ
セ
ス
と
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

Ｅ
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
，
人
々
と
交
流
し
合
う
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
表
現
を
用
い
た
説
明
を
理
解
し
た
り
評
価
し
た
り
す
る
力

○
目
的
に
応
じ
て
，
自
分
の
考
え
な
ど
を
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
力

Ｄ
２
解
決
過
程
を
振
り
返
る
な
ど
し
て
概
念
を
形
成
し
た
り
，

体
系
化
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
を
見
い
だ
す

力 ○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
批
判
的
に
検
討
し
，
体

系
的
に
組
み
立
て
て
い
く
力

○
見
い
だ
し
た
事
柄
を
既
習
の
知
識
と
結
び
つ
け
，

概
念
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
力

○
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

Ａ
１
日
常
生
活
や
社
会
の
問
題
を
数
理
的
に
捉

え
る
こ
と
に
つ
い
て

○
事
象
の
数
量
等
に
着
目
し
て
数
学
的
な

問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
て
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
表
現
す
る
力
（
事
象
を
数
学
化
す

る
力
）

表 現思 考 ・ 判 断

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，

数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
れ
ら
の
力
は
必
ず
し
も

こ
の
位
置
の
み
に
位
置
づ
く

わ
け
で
は
な
い

数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
･発
展
的
に
考
え
，

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

数
学
的
に
表
現
し
た
問
題

焦
点
化
し
た
問
題

結
果

Ｃ
焦
点
化
し
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
目
的
に
応
じ
て
数
・
式
，
図
，
表
，
グ
ラ
フ
な
ど
を
活

用
し
，
一
定
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
数
学
的
に
処
理

す
る
力

○
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
基
に
，
的
確
か
つ
能

率
的
に
処
理
す
る
力

○
論
理
的
に
推
論
す
る
力
（
帰
納
，
類
推
，
演
繹
）

Ｂ
数
学
を
活
用
し
た
問
題
解
決
に
向
け
て
，
構
想
・
見
通
し

を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
問
題
の
本
質
を
見
い
だ
す
力
（
洞
察

力
）

○
数
学
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
見
通
し
を
立

て
る
力
（
構
想
力
）

Ａ
２
数
学
の
事
象
に
お
け
る
問
題
を
数
学
的
に
捉
え
る
こ

と
に
つ
い
て

○
数
学
の
事
象
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
，
数
学
化
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
拡
張
・
一
般
化
す
る
力

Ｄ
１
解
決
過
程
を
振
り
返
り
，
得
ら
れ
た
結
果
を

意
味
づ
け
た
り
，
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
得
ら
れ
た
結
果
を
元
の
事
象
に
戻
し
て
そ

の
意
味
を
考
え
る
力

○
様
々
な
事
象
に
活
用
す
る
力

人 間 性

F
学
習
に
向
か
う
力
，
態
度
に
つ
い
て

○
過
程
や
結
果
を
吟
味
し
，
評
価
・
改
善
す
る
態
度

○
多
面
的
に
考
え
，
粘
り
強
く
問
題
の
発
見
や
解
決
に
取
り
組
む
態
度

数
学
の
事
象

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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発 展 的 な 問 題 発 見

算
数
・
数
学
の

問
題
発
見
・
解
決
の

広
が
り
と

汎
用
的
な
見
方
や

考
え
方
等
の

獲
得
過
程

問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス

類
似
問
題
や
発
展
問
題
の
解
決
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

教
科
横
断
の
問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス

他
領
域
・
他
分
野
の
問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス

汎
用
的
な
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得

活 用

活 用

活 用

領
域
・
分
野
横
断

の
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得

活 用 概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得洗
練
さ
れ
た

領
域
固
有
の
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得
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【
小
学
校
】

統
計
的
に
分
析
す
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
理
解
し
，
身
近
な
生
活
の
場
面
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
を
集
め
て
表

や
グ
ラ
フ
に
表
し
，
統
計
量
を
求
め
る
こ
と
で
，
現
状
や
分
布
の
傾
向
を
把
握
し
た
り
，
２
つ
以
上
の
集
団
を
比
較
し
た
り
し
て
意
思

決
定
を
す
る
。

統
計
的
手
法
を
用
い
て
出
さ
れ
た
結
果
を
，
批
判
的
に
考
察
す
る
。

【
中
学
校
】

統
計
的
に
分
析
す
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
理
解
し
，
日
常
生
活
や
社
会
生
活
の
場
面
に
お
い
て
問
題
を
発
見
し
，
調
査
を
行

い
デ
ー
タ
を
集
め
て
表
や
グ
ラ
フ
に
表
し
，
統
計
量
を
求
め
る
こ
と
で
，
現
状
や
分
布
の
傾
向
を
把
握
し
た
り
，
２
つ
以
上
の
集
団

を
比
較
し
た
り
し
て
，
問
題
解
決
や
意
思
決
定
を
す
る
。

デ
ー
タ
の
収
集
方
法
や
統
計
的
な
分
析
結
果
な
ど
を
批
判
的
に
考
察
す
る
。

【
高
等
学
校
（
必
履
修
）
】

統
計
的
に
分
析
す
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
理
解
し
，
日
常
生
活
や
社
会
生
活
，
学
習
の
場
面
等
に
お
い
て
問
題
を
発
見
し
，
必

要
な
デ
ー
タ
を
集
め
適
切
な
統
計
的
手
法
を
用
い
て
分
析
し
，
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
問
題
解
決
や
意
思
決
定
を
す
る
。

デ
ー
タ
の
収
集
方
法
や
統
計
的
な
分
析
結
果
な
ど
を
批
判
的
に
考
察
す
る
。

個
別
の
知
識
や
技
能

統
計
に
関
す
る
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
の
理
解

統
計
的
に
分
析
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

不
確
定
な
事
象
に
つ
い
て
統
計
的
な
手
法
を
適
切
に
選
択
し
分
析
す
る
力

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
合
理
的
に
判
断
し
，
統
計
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
力

統
計
的
な
表
現
を
批
判
的
に
解
釈
す
る
力

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

不
確
定
な
事
象
の
考
察
や
問
題
解
決
に
，
統
計
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
予
測
や
推
測
を
し
た
り
判
断
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度

統
計
的
な
表
現
を
批
判
的
に
み
よ
う
と
す
る
態
度

資
質
・
能

力
及
び

内
容
等

の
整

理

小
・
中

・
高
等

学
校
を

通
じ
た

統
計
教

育
の

イ
メ
ー

ジ
、

内
容

等
の

整
理
(
案
)

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ ８ 日
教 育 課 程 部 会
算数・数学ワーキンググループ

資料６－２
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【
小
学
校
】

統
計
的
な
問
題
解
決
活
動
の
充
実
を
図
る
。
具
体
的
に
は
，
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
の
ち
，
考
察
し
，
さ
ら
に
新
た
な
疑
問
を
基
に
，

グ
ラ
フ
を
作
り
替
え
，
目
的
に
応
じ
た
グ
ラ
フ
を
作
成
し
，
考
察
を
深
め
る
。
ま
た
，
あ
る
目
的
に
応
じ
て
示
さ
れ
た
グ
ラ
フ
を
，
批

判
的
に
考
察
す
る
。

棒
グ
ラ
フ
や
折
れ
線
グ
ラ
フ
，
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
に
関
し
て
，
複
数
系
列
の
グ
ラ
フ
な
ど
を
扱
っ
た
り
，
平
均
値
以
外
の
代
表
値
を

扱
っ
た
り
す
る
よ
う
見
直
す
。

理
科
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
算
数
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
な
ど
，
理
科
な
ど
と
算
数
の
内
容
の
関
連
を
引
き
続
き
留
意
す
る
。

【
中
学
校
】

日
常
生
活
や
社
会
な
ど
に
か
か
わ
る
疑
問
を
き
っ
か
け
に
し
て
問
題
を
設
定
し
，
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ

を
集
め
て
表
現
・
処
理
し
，
統
計
量
を
求
め
る
こ
と
で
現
状
や
傾
向
を
把
握
し
た
り
、
２
つ
以
上
の
集
団
を
比
較
し
た
り
す
る
な

ど
問
題
の
解
決
に
向
け
た
一
連
の
活
動
を
充
実
す
る
。

統
計
的
な
手
法
に
つ
い
て
，
層
別
に
よ
り
集
め
た
デ
ー
タ
を
分
け
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
充
実
す
る
。

統
計
的
な
表
現
に
つ
い
て
，
小
学
校
で
の
学
習
内
容
や
他
教
科
等
で
の
学
習
内
容
と
関
連
付
け
て
扱
う
内
容
を
見
直
す
。

小
・
中

・
高
等

学
校
を

通
じ
た

統
計
教

育
の

改
善

の
方

向
性

(案
)

【
高
等
学
校
】

統
計
を
多
く
の
生
徒
が
履
修
で
き
る
よ
う
科
目
構
成
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
す
。

必
履
修
科
目
の
内
容
（
記
述
統
計
）
を
小
・
中
学
校
の
内
容
を
踏
ま
え
充
実
す
る
。

選
択
科
目
の
内
容
（
推
測
統
計
）
を
「
（
問
題
解
決
で
）
使
え
る
統
計
」
に
な
る
よ
う
改
善
す
る
。

教
科
「
情
報
」
と
の
関
連
を
充
実
し
，
問
題
解
決
型
の
学
習
を
重
視
す
る
。

＊
記
述
統
計
：
デ
ー
タ
の
傾
向
や
特
徴
を
平
均
値
や
標
準
偏
差
な
ど
を
用
い
て
記
述
す
る

＊
推
測
統
計
：
標
本
を
基
に
母
集
団
の
傾
向
や
特
徴
を
推
測
す
る

2
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高
等
学
校

統
計
教
育
の
充
実
（
た
た
き
台
）

情
報
科

数
学
科

数
学
Ⅰ

選
択
科
目

問
題
発
見
・
解
決
に
向
け
て
，
事
象
を
情
報
と
そ
の

結
び
付
き
の
視
点
か
ら
捉
え
，
情
報
技
術
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力
を
育
む

○
情
報
社
会
の
問
題
解
決
：

中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
を
振

り
返
り
，
情
報
社
会
の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適

用
す
る

○
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
：

事
象
を
モ
デ
ル
化
し
て
問
題
を
発
見
し
た
り
，
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
モ
デ
ル
を
評
価
し
た
り
す

る ＊
問
題
発
見
，
結
果
の
評
価
，
モ
デ
ル
化
で
統
計

的
手
法
を
用
い
る

情
報
Ⅰ
に
お
い
て
培
っ
た
基
礎
の
上
に
，
問
題
の
発

見
・
解
決
に
向
け
て
，
情
報
シ
ス
テ
ム
や
多
様
な
デ
ー

タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
，
あ
る
い
は
情
報
コ

ン
テ
ン
ツ
を
創
造
す
る
力
を
育
む

○
情
報
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
：

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
情
報
を
精

査
す
る
力
を
育
む

情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
必
履
修
科
目

情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
選
択
科
目

○
デ
ー
タ
の
分
析
：

（
現
行
）

ア
デ
ー
タ
の
散
ら
ば
り
イ
デ
ー
タ
の
相
関

（
改
善
の
方
向
）

・
小
中
学
校
の
内
容
を
踏
ま
え
，
内
容
の
見
直
し

・
PP

DA
Cサ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
問
題
解
決
型
の
学
習

・
で
き
る
だ
け
早
期
に
学
習
し
，
他
科
目
等
の
学
習
に

も
活
用

統
計
を
活
用
し
て

問
題
解
決
す
る

力
を
育
む

統
計
を

統
計
を
活
用
す
る
た
め

の
基
本
的
な
知
識
や

技
能
，
考
え
方
を
育
む

○
確
率
分
布
と
統
計
的
な
推
測
：

（
現
行
）
＜
数
学

B＞
ア
確
率
分
布
イ
正
規
分
布
ウ
統
計
的
な
推

測
（
改
善
の
方
向
）

・
よ
り
多
く
の
生
徒
が
履
修
す
る
よ
う
に
工
夫

・
「
使
え
る
統
計
」
に
な
る
よ
う
内
容
の
工
夫
・
改
善

→
内
容
の
名
称
を
「
デ
ー
タ
の
活
用
（
仮
称
）
」
へ
と
変

更

他
教
科
等
で
も
積

極
的
な
活
用

3

87



ਖ ਻ ৅ ৄ･ ੰ ৠ

भ উ ট ७ ५

疑
問
や
問
い
の
発
生

問
題
の
設
定

計
画
の
実
行

結
果
の
検
討

問
題
の
理
解

解
決
の
計
画

振
り
返
り
・
新
た
な
問
い
の
発
生

次
の
問
題
解
決
へ

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

算
数
・
数
学
の
内
容
を
深
め
る

調
査
の
計
画

グ
ラ
フ
の

作
成

条
件
や
背
景
を

含
め
た

デ
ー
タ
の
収
集

結
論
と
主
張

問
題
の
発
見

現
況
を
把
握
し
た
い

集
団
を
比
べ
た
い

予
測
し
た
い

一
応
の
結
論

デ
ー
タ
の

見
直
し

新
た
な
疑
問

グ
ラ
フ
の

再
作
成

再
作
成
し
た

グ
ラ
フ
の
分
析

一
応
の
結
論

グ
ラ
フ
の

分
析

日
常
生
活
の
事
象
に
つ
い
て
，
デ
ー
タ
を
収
集
し
グ
ラ
フ
に
し
分
析
す
る
こ
と
を

繰
り
返
し
て
，
物
事
の
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
の
事
象

4
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小
学
校
第
３
学
年
棒
グ
ラ
フ
の
学
習
の
充
実
（
案
）

5

統
計
的
手
法
を
用
い
て
出
さ
れ
た
結
果
を
，
批
判
的
に
考
察
す
る
。

問
題

現
況
を
把
握
し
た
い

ど
ん
な
け
が
が

多
い
の
だ
ろ
う
か

一
応
の
結
論

す
り
き
ず
が
多
い
。

切
り
き
ず
が
と
て
も

少
な
い
。

人
数

す
り
き
ず

２
８

切
り
き
ず

１
２

打
ぼ
く

２
１

そ
の
他

２
１

合
計

８
２

0
10

20
30

す
り
き
ず

切
り
き
ず

打
ぼ
く

そ
の
他

け
が
調
べ

人
数

10
15

20
25

30

す
り
き
ず

切
り
き
ず

打
ぼ
く

そ
の
他

け
が
調
べ

人
数

結
論

す
り
き
ず
が
多
い
。

切
り
き
ず
は
と
て
も

少
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

目
盛
り
が
０
か
ら
始
ま
っ
て
い
な
い
の
で
，

切
り
き
ず
が
少
な
く
み
え
る
だ
け
。

棒
グ
ラ
フ
で
は
，

目
盛
り
を
０
か
ら
始

め
な
い
と
，
誤
解
を

生
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
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小
学
校
第
５
学
年
帯
グ
ラ
フ
の
学
習
の
充
実
（
案
）

6

日
常
生
活
の
事
象
に
つ
い
て
，
デ
ー
タ
を
収
集
し
グ
ラ
フ
に
し
分
析
す
る
こ
と
を

繰
り
返
し
て
，
物
事
の
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
題

現
況
を
把
握
し
た
い

漁
業
に
携
わ
る
人
の

内
訳
は
，
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
だ
ろ
う

か
。

新
た
な
疑
問

全
体
の
数
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

グ
ル
ー
プ
別
の
割
合
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。一
応
の
結
論

19
83
年
で
は
男
性

40
～

59
歳
が
一
番
多
か
っ
た
が
，

20
03
年
は
，
男
性

60
歳
以
上

が
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
。

ＩＣ
Ｔ
の

活
用

0
50

00
0

10
00

00
15

00
00

20
00

00

19
83
年

(昭
和

58
年

)

19
93
年

(平
成

5年
)

20
03
年

(平
成

15
年

)

漁
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
数

男
性

15
～

39
歳

男
性

40
～

59
歳

男
性

60
歳
以
上

女
性

0
10

00
00

20
00

00
30

00
00

40
00

00
50

00
00

19
83
年

(昭
和

58
年

)

19
93
年

(平
成

5年
)

20
03
年

(平
成

15
年

)

漁
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
数

男
性

15
～

39
歳

男
性

40
～

59
歳

男
性

60
歳
以
上

女
性

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

19
83
年

(昭
和

58
年

)

19
93
年

(平
成

5年
)

20
03
年

(平
成

15
年

)漁
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
数
の
グ
ル
ー
プ
別
の
割
合

男
性

15
～

39
歳

男
性

40
～

59
歳

男
性

60
歳
以
上

女
性

平
成

19
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

小
学
校
算
数
Ｂ
３
「
情
報
の
選
択
と
解
釈
」

ポ
ケ
ッ
ト
農
林
水
産
統
計
平
成
７
年
度
版

ポ
ケ
ッ
ト
農
林
水
産
統
計
平
成
１
７
年
度
版

に
よ
る
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中
学
校
第
１
学
年
統
計
学
習
の
充
実
（
案
）

7

日
常
生
活
の
事
象
に
つ
い
て
，
調
査
を
行
い
デ
ー
タ
を
集
め
て
表
や
グ
ラ
フ
に
表
し
，

分
布
の
傾
向
を
把
握
し
，
問
題
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
題

現
況
を
把
握
し
た
い

学
級
の
み
ん
な
が
美

し
い
と
思
う
長
方
形
に

は
ど
ん
な
特
徴
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？

新
た
な
疑
問

縦
長
の
長
方
形
と
，
横
長

の
長
方
形
を
ま
と
め
て
，

長
い
辺
の
長
さ
が
短
い

辺
の
長
さ
の
何
倍
か
を

求
め
て
考
え
る
と
何
か
特

徴
が
見
い
だ
せ
な
い
だ

ろ
う
か
。

一
応
の
結
論

山
が
２
つ
に
な
っ
て
縦
長

と
横
長
の
長
方
形
に
分

か
れ
そ
う
だ
。

グ
ラ
フ
の
再
作
成

デ
ー
タ
の

見
直
し

ＩＣ
Ｔ
の

活
用

ＩＣ
Ｔ
の

活
用

結
論
と
主
張

身
の
回
り
に
あ
る
美
し

い
長
方
形
を
探
そ
う
。

日
常
生
活

の
事
象

学
級
の
み
ん
な
が
美

し
い
と
思
う
長
方
形

は
，
そ
の
短
い
辺
に
対

す
る
長
い
辺
の
長
さ
の

割
合
が

1.
5倍
以
上
，

1.
7倍
未
満
で
あ
る
も

の
が
最
も
多
い
。

平
成

25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

中
学
校
数
学
Ｂ
５
「
情
報
の
適
切
な
表
現
と
判
断
」
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中
学
校
第
１
学
年
統
計
学
習
の
充
実
（
案
）

8

目
的
に
応
じ
て
資
料
を
整
理
し
，
分
布
の
傾
向
を
把
握
し
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 問
題

次
の

1回
で
よ
り
遠
く
へ
飛

び
そ
う
な
選
手
を
選
ぶ
と

す
る
と
，
あ
な
た
は
ど
ち
ら

の
選
手
を
選
び
ま
す
か
？

新
た
な
疑
問

原
田
選
手
は

13
7m
で

一
番
遠
く
へ
飛
ん
で
い

る
と
き
が
あ
る
よ
。
全
体

の
分
布
の
傾
向
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

一
応
の
結
論

平
均
値
で
判
断
す
る

な
ら
船
木
選
手
を
選

べ
ば
い
い
ね
。

グ
ラ
フ
の
作
成

グ
ラ
フ
の

解
釈

結
論
と
主
張

日
常
生
活

の
事
象

・
13

0m
以
上
の
度
数
の
合
計
は
，
原
田

選
手
は

2で
，
船
木
選
手
の

1よ
り
大
き

い
の
で
，
僕
は
原
田
選
手
を
選
ぶ
。

・
船
木
選
手
の
方
が
原
田
選
手
よ
り
も

範
囲
が
小
さ
く
，
最
小
値
が
大
き
い
か
ら

私
は
船
木
選
手
を
選
び
ま
す
。

ＩＣ
Ｔ
の

活
用

平
成

24
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

中
学
校
数
学
Ｂ

3「
情
報
の
適
切
な
選
択
と
判
断
」
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番
号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
第
１
回

11
31

88
96

10
0

97
25

16
8

42
54

94
99

99
70

48
13

60
89

93
10

0
20

18
38

91
第
２
回

42
53

62
82

95
73

47
41

23
50

58
72

80
76

70
55

40
61

63
60

92
49

38
52

66

高
等
学
校
数
学
「
Ⅰ
デ
ー
タ
の
分
析
」

＜
問
題
＞

数
学
の
試
験
が
あ
り
，
第
１
回
の
ク
ラ
ス
の
平
均
点
は

60
点
で
，

Aさ
ん
の
得
点

は
70
点
で
あ
っ
た
。

Aさ
ん
は
第
２
回
の
試
験
で
は
第
１
回
よ
り
勉
強
を
頑
張
っ
た

が
，
結
果
は
前
回
と
同
じ
く
ク
ラ
ス
の
平
均
点
が

60
点
で
，

Aさ
ん
の
得
点
は

70
点
だ
っ
た
（
下
表
）
。

Aさ
ん
は
こ
の
結
果
に
少
し
が
っ
か
り
し
て
い
る
が
，
２
つ
の
試
験
の
結
果
が
次

の
通
り
で
あ
る
と
す
る
と
，

Aさ
ん
の
２
つ
の
試
験
に
お
け
る
で
き
具
合
は
同
じ
と

断
言
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

9

具
体
的
な
事
象
の
考
察
を
通
し
て
，
分
散
・標
準
偏
差
な
ど
の
指
標
を
見
い
だ
す
。

024681012

20
点
以
下

21
～

40
点

41
～

60
点

61
～

80
点

81
～

10
0点

第
１
回

024681012

20
点
以
下

21
～

40
点

41
～

60
点

61
～

80
点

81
～

10
0点

第
２
回

Aさ
ん
の
得
点

も
ク
ラ
ス
の
平

均
点
も
変
わ
ら

な
け
れ
ば
，
あ

ま
り
頑
張
り
は

認
め
ら
れ
な

い
と
思
う
な
。

得
点
の
い
い

方
か
ら
並
べ

る
と
，

Aさ
ん

の
順
位
は

上
が
っ
て
い

る
の
で
は
？

他
の
生
徒
の
得

点
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
な
？

生
徒
の
得
点
全
体
の
分
布
の
大
き
さ
を

う
ま
く
と
ら
え
る
指
標
を
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
や
箱
ひ
げ
図
を
か
い
て
み
る
と
，

第
１
回
よ
り
第
２
回
の
方
が
得
点
の
分
布
が

小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
・
・
・

ＩＣ
Ｔ
の 活 用
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10

番
号

１
２

３
４

５
・
・
・

第
1回

-4
9

-2
9

28
36

40
・
・
・

第
2回

-1
8

-7
2

22
35

・
・
・

番
号

１
２

３
４

５
・
・
・

第
1回

49
29

28
36

40
・
・
・

第
2回

18
7

2
22

35
・
・
・

偏
差

偏
差
の

絶
対
値

偏
差
の
平
均
は
必
ず

0に
な
る
の
で

指
標
に
な
ら
な
い
。

偏
差
の
絶
対
値
の
平
均
は
指
標
に
で
き
る

が
，
処
理
が
面
倒
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

番
号

１
２

３
４

５
・
・
・

第
1回

24
01

84
1

78
4

12
96

16
00

・
・
・

第
2回

32
4

49
4

48
4

12
25

・
・
・

偏
差
の
２
乗
の
平
均
は
，
デ
ー
タ
の
分
布
の
大
き
さ
を
表
す
使
い
や
す
い
指
標
に
な
る
。

元
の
デ
ー
タ
と
次
元
を
合
わ
せ
る
の
に
偏
差
の
２
乗
の
平
均
の
正
の
平
方

根
を
と
る
。

=
−
̅+

−
̅+

⋯+
−
̅

＊
[
̅−

,̅+
]，

[
̅−2

,̅+
2]
，

[
̅−3

,̅+
3]
の

範
囲
に
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
程
度
の
デ
ー

タ
が
含
ま
れ
る
か
，

を
確
認
し
た
い
。

偏
差
の
２
乗
の
平
均

平
成

24
年
【
高
等
学
校
】
言
語
活
動
の
充
実
に
関
す
る
指
導
事
例
集
数
学

5
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理科ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

 

１．理科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・理科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた理科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成のために

重視すべき理科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき理科の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 
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【高
等
学
校
】

【小
学
校
】

理
科
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
2
01
6
04
2
0案

）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

0

【幼
稚
園
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
自
然
に
触
れ
て
感
動
す
る
体
験
を
通
し
て
、
自
然
の
変
化
な
ど
を
感
じ
取
り
、
身
近
な
事
象
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
、
自
然
へ
の
愛
情
や
畏
敬
の
念
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

・
身
近
な
動
植
物
を
命
あ
る
も
の
と
し
て
、
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
明
確
に
し
て
課
題
を
設
定
し
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
を
導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
概
念
や
原
理
・
法
則
の
基
本
的
な
理
解
や
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

②
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・
実
験
し
，
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力
を
養
う
。

③
自
然
を
敬
い
，
自
然
の
事
物
・事
象
に
す
す
ん
で
か
か
わ
り
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
と
根
拠
に
基
づ
き
判
断
し
表
現
す
る
態
度
を
養
う
。

●
小
学
校
で
身
に
付
け
た
，
比
較
，
分
類
，
関
係
付
け
，
条
件
制
御
な
ど
の
資
質
・能
力
を
さ
ら
に
高
め
，
自
然
事
象
の
把
握
，
問
題
の
設
定
，
予
想
・
仮
説
の
設
定
，
検
証
計
画
の
立
案
，
観
察
・
実
験

の
実
施
，
結
果
の
処
理
，
考
察
・
推
論
，
表
現
等
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

例
え
ば
，
１
年
：
自
然
の
事
物
・事
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
。
２
年
：
解
決
方
法
を
立
案
し
て
実
行
し
，
結
果
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
３
年
：
探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，

そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
見
い
だ
し
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観
察
・
実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

②
見
通
し
を
も
っ
て
的
確
に
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
問
題
解
決
の
能
力
を
養
う
。

③
自
然
を
大
切
に
し
，
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
，
妥
当
性
を
検
討
す
る
態
度
を
養
う
。

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
整
理
し
考
察
し
表
現
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

●
問
題
解
決
の
能
力
，
例
え
ば
，
３
年
：
差
異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問
題
を
見
い
だ
す
力
，
４
年
：
既
習
事
項
や
生
活
経
験
を
基
に
根
拠
の
あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
す
る
力
，
５
年
：
質
的
変
化
や
量
的

変
化
，
時
間
的
変
化
に
着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
力
，
６
年
：
要
因
や
規
則
性
，
関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
て
考
察
し
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
を
育
成
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

●
目
的
を
設
定
し
，
計
測
し
て
制
御
す
る
と
い
う
考
え
方
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

-
-
-
-
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
-

（
小
学
校
低
学
年
）

例
え
ば
，
【
生
活
科
】

○
自
然
と
の
か
か
わ
り
に
関
心
を
も
ち
，
自
然
を
大
切
に
し
た
り
，
そ
の
不
思
議
さ
に
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
身
近
な
自
然
を
観
察
し
た
り
，
季
節
や
地
域
の
行
事
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
た
り
な
ど
し
て
，
四
季
の
変
化
や
季
節
に
よ
っ
て
生
活
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
き
，
自
分
た
ち
の
生
活
を
工
夫
し
た
り
楽
し
く
し
た
り
で

き
る
。

○
身
近
に
あ
る
自
然
を
利
用
し
た
り
，
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
り
な
ど
し
て
，
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，
そ
の
面
白
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
に
気
付
き
，
み
ん
な
で
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
動
物
を
飼
っ
た
り
植
物
を
育
て
た
り
し
て
，
そ
れ
ら
の
育
つ
場
所
，
変
化
や
成
長
の
様
子
に
関
心
を
も
ち
，
ま
た
，
そ
れ
ら
は
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
き
も
の
へ
の
親
し
み
を
も
ち
，
大

切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

≪
基
礎
：b
a
si
c
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e

fo
r  

Al
l 

st
ud

en
ts
：
善
良
な
市
民
と
し
て
）

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
明
確
に
し
て
課
題
を
設
定
し
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
を
導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
，
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て
る
と
と
も
に
，
科
学
的
な
見
方
や
考

え
方
を
養
う
。

○
①
概
念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的
な
理
解
と
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解
や
，
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

②
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・実
験
し
，
科
学
的
に
探
究
し
た
り
，
科
学
的
な
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
持
ち
，
科
学
の
必
要
性
や
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
・総
合
的
に
判
断
す
る
態
度
を
養
う
。

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
資
質
・能
力
を
活
用
し
て
，
科
学
的
な
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
さ
せ
る
「観
察
・実
験
」
や
「
探
究
活
動
」
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（数
学
，
情
報
，
保
健

体
育
，
地
理
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
応
用
：a
d
v
a
n
ce
d
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
st

ud
en

ts
：
科
学
技
術
立
国
と
し
て
の
日
本
を
支
え
る
人
材
と
し
て
）

○
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
論
理
的
な
思
考
力
や
創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

●
「
観
察
・
実
験
」や
「探
究
活
動
」
を
一
層
充
実
さ
せ
て
，
科
学
的
な
探
究
能
力
の
育
成
を
図
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（数
学
，
情
報
，
保
健
体
育
，
地
理
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
発
展
：e
x
p
lo
re
sc
ie
n
ce
≫
（

Es
pe

ci
al

ly
   

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
  s

tu
de

nt
s：
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
し
て
）

○
科
学
的
課
題
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
，
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。
科
学
的
な
探
究
能
力
を
活
用
し
て
，
専
門
的
な
知
識
と
技
能
の
深
化
・統
合
化
を
図
る
と

と
も
に
，
自
発
的
・
創
造
的
な
力
を
養
う
。

●
科
学
的
な
探
究
能
力
の
育
成
を
主
体
的
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
「課
題
研
究
」を
充
実
さ
せ
る
。

（
理
数
科
，
理
数
探
究
（仮
称
））

資
料
７
－
１

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育
課
程
部
会

理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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理
科

知
識
や
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

高
等
学
校

＜
選
択
科
目
＞

●
知
識
・
技
能
の
深
化

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
概
念
や
原

理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

＜
必
履
修
科
目
＞

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
基
本
的
な

概
念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的
な
理
解

●
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解

●
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験

等
の
技
能

●
科
学
的
な
探
究
能
力
（
論
理
的
・
分
析

的
・
統
合
的
に
考
察
す
る
力
）

●
新
た
な
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
力

●
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
，
自
然
に
対

す
る
多
面
的
な
も
の
の
見
方

●
自
然
の
事
象
を
目
的
意
識
を
持
っ
て
観

察
・
実
験
し
、
科
学
的
に
探
究
し
た
り
、

科
学
的
な
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
た
り
す

る
力

●
果
敢
に
挑
戦
す
る
態
度

●
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度

●
科
学
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

●
自
然
の
事
物
・
現
象
に
対
す
る
畏
敬

の
念

●
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
態
度

●
日
常
生
活
と
の
関
連
，
科
学
の
必
要

性
や
有
用
性
の
認
識

●
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
，

総
合
的
に
判
断
す
る
態
度

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
探
究
す
る
能

力
な
ど
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現
・
伝
達

中
学
校

○
中
学
校
理
科
に
お
け
る
概
念
や
原

理
・
法
則
の
基
本
的
な
理
解

○
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

理
解

○
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験

等
の
基
礎
的
な
技
能
（
安
全
へ
の
配
慮
，

器
具
な
ど
の
操
作
，
測
定
の
方
法
，

デ
ー
タ
の
記
録
・
処
理
等
）

○
自
然
事
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ
し
て

仮
説
を
設
定
す
る
力

○
計
画
を
た
て
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観

察
・
実
験
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
す
る

な
ど
，
科
学
的
に
探
究
す
る
力
と
科
学
的

な
根
拠
を
も
と
に
表
現
す
る
力

○
探
究
の
過
程
に
お
け
る
妥
当
性
を
検
討

す
る
な
ど
総
合
的
に
振
り
返
る
力

○
自
然
を
敬
い
，
自
然
の
事
物
・
現
象

に
す
す
ん
で
か
か
わ
る
態
度

○
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
態
度

○
日
常
生
活
と
の
関
連
，
科
学
す
る
こ

と
の
面
白
さ
や
有
用
性
の
気
付
き

○
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
的
確
に
判
断

す
る
態
度

○
小
学
校
で
身
に
付
け
た
問
題
解
決
の

力
な
ど
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現

小
学
校

■
自
然
事
象
に
関
す
る
性
質
や
基
本
的

な
概
念
，
規
則
性
な
ど
の
体
系
的
な
理

解 ■
理
科
を
学
ぶ
意
義
の
理
解

■
科
学
的
に
問
題
解
決
を
行
う
た
め
に

必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
基
礎
的
な
技

能
（
安
全
へ
の
配
慮
，
器
具
な
ど
の
操

作
，
測
定
の
方
法
，
デ
ー
タ
の
記
録

等
）

（
各
学
年
で
主
に
育
て
た
い
力
）

６
年
：
自
然
の
事
物
・
現
象
の
変
化
や
働

き
に
つ
い
て
そ
の
要
因
や
規
則
性
，

関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
考
察
し
て
，

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力

５
年
：
予
想
や
仮
説
な
ど
を
も
と
に
質
的

変
化
や
量
的
変
化
，
時
間
的
変
化
に

着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る

力
４
年
：
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
既
習

事
項
や
生
活
経
験
を
も
と
に
根
拠
の

あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
す
る
力

３
年
：
比
較
を
通
し
て
自
然
の
事
物
・
現

象
の
差
異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問

題
を
見
い
だ
す
力

■
自
然
に
親
し
む
態
度

■
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
に
挑
戦
す
る

態
度

■
科
学
す
る
こ
と
の
面
白
さ

■
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
判
断
す
る

態
度

■
問
題
解
決
の
過
程
に
関
し
て
そ
の
妥

当
性
を
検
討
す
る
態
度

■
知
識
・
技
能
を
実
際
の
自
然
事
象
や

日
常
生
活
な
ど
に
適
用
す
る
態
度

■
多
面
的
，
総
合
的
な
視
点
か
ら
自
分

の
考
え
を
改
善
す
る
力

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

問
題
の
見
い
だ
し

予
想
･仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
整
理

考
察
や
結
論
の
導
出

1

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

資料７－２
平成２ ８年 ４月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
理
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
案
）

（
2
0
16
0
42
6案
）
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自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，

時
間
的
・
空
間
的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考

え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と

理
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
(案

)
平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

程
部

会
理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
４
－
１

高
等
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発

展
的
に
考
察
す
る
こ
と

中
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
探
究
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，
発

展
的
に
考
察
す
る
こ
と

小
学
校

理
科

自
然
の
事
物
・
現
象
を
量
的
・
関
係
的
，
質
的
・
実
体
的
，
多
様
性
・
共
通
性
，
時
間
的
・
空
間

的
な
ど
の
視
点
で
捉
え
，
問
題
解
決
の
過
程
を
通
し
て
科
学
的
に
考
え
，
多
面
的
，
総
合
的
，

発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と
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理
科

の
各

領
域

に
お

け
る

特
徴

的
な

見
方

 
（

案
）

 

１
 

科
学

の
目

的
 

 
 

科
学

の
目

的
は

、
自
然
事
象
を
説
明
で
き
る
法
則

や
理

論
を

構
築

し
て

い
く

こ
と
 

２
 

理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
を
考
え

る
前

提
：

法
則

や
理

論
の

構
築

と
い

う
視

点
か

ら
整

理
す

る
こ
と
が
必
要
 

  表
１

 
理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方

 

 
領

 
 

 
 

域
 

エ
ネ
ル

ギ
ー

 
粒

 
 

 
 
子
 

生
 
 

 
 
命
 

地
 
 

 
 
球
 

見
方

・
考

え
方
 

 

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
量

的
・
関
係
的

な
視
点

で
捉
え
る
 

   ＊
高
等

学
校

で
は

，
事

象
を

よ
り

包
括

的
・

高
次
的

に
捉

え
る
 

    

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
質

的
・

実
体
的
な

視
点
で

捉
え
る
 

   ＊
中

学
校

か
ら

実
体

は
あ

る
が

見
え

な
い

（
不
可
視

）
レ
ベ

ル
の
原

子
，
分

子
レ
ベ

ル

で
事
象
を

捉
え
る

 

＊
高
等
学

校
で
は

，
事
象

を
よ

り
包

括
的

・

高
次
的
に

捉
え
る

 

 

生
命

に
関

す
る

自
然

の
事

物
・

現
象
を

主
と

し
て

多
様

性
と

共
通

性
の

視
点

で

捉
え

る
 

  ＊
「

分
子

～
細

胞
～

個
体

～
生

態
系

レ
ベ

ル
」
の
階
層

性
が

あ
り

，
小
・
中
・
高

と
上

が
る
に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

   

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る

自
然
の
事
物
・

現
象
を

主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で

捉
え
る
 

  ＊
「

身
の

ま
わ

り
～

地
球

～
宇

宙
レ

ベ
ル

」

の
階

層
性

が
あ

り
，
小
・
中
・
高

と
上

が
る

に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

   

 
 

  

  

  

  

小
学

校
 

「
見
え

る
（

可
視

）
レ

ベ
ル

」
 

「
物
レ
ベ

ル
」

 
「

個
体
～

生
態

系
レ

ベ
ル

」
 

「
身

の
ま

わ
り

（
見

え
る

）
レ

ベ
ル

」
 

中
学

校
 

「
見
え

る
（

可
視

）
～

見
え

な
い
（

不
可

視
）

レ
ベ
ル

」
 

「
物
～
物

質
レ
ベ

ル
」

 
「

細
胞
～

個
体

～
生

態
系

レ
ベ

ル
」
 

 

「
身

の
ま

わ
り
（

見
え

る
）
～

地
球
（

地
球

周
辺

）
レ

ベ
ル

」
 

高
等

学
校

 
「

見
え

る
（

可
視

）
～

見
え

な
い
（

不
可

視
）

レ
ベ
ル

」
 

「
物

質
レ

ベ
ル

」
（

マ
ク

ロ
と

ミ
ク

ロ
の

視

点
）

 

「
分
子
～

細
胞

～
個

体
～

生
態

系
レ

ベ
ル

」
 

「
身

の
ま

わ
り
（

見
え

る
）
～

地
球
（

地
球

周
辺

）
～

宇
宙

レ
ベ

ル
」
 

 

学
校

段
階

の
違

い
（
内

容
の

階
層

性
の

広
が
り
）
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表
２
理
科
の
各
領
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
の
整
理
例

20
16
03
29

領
域

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

見
方

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て
量

的
・
関
係
的
な
視
点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て
質

的
・
実
体
的
な
視
点
で
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を

主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で
捉
え
る

小
学
校

【
事
象
を
分
節
化
し
な

い
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関

係
的
な
視
点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点
で

捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
個

体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し

て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な
視

点
で
捉
え
る

例
：
豆
電
球
の
明
る
さ
に
つ
い
て
，
電
池
の

数
（
量
）
や
直
列
・
並
列
つ
な
ぎ
の
関

係
で
捉
え
る

例
：
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
か
ら
実
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

を
捉
え
る

例
：
昆
虫
や
植
物
の
成
長
や
体
の
つ
く
り
に

つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

例
：
土
地
の
つ
く
り
や
変
化
に
つ
い
て
，
侵

食
・
運
搬
・
堆
積
の
関
係
を
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

中
学
校

【
事
象
を
主
に
再
現
性
が

高
い
も
の
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
，

粒
子
）
と
，
主
に
再
現
性

が
低
い
も
の
（
生
命
，
地

球
）
に
分
節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
～
見
え
な
い
（
不
可
視
レ
ベ
ル
）
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関
係
的
な
視

点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
～
物
質
レ
ベ

ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的

な
視
点
で
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
細

胞
～
個
体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，

主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え

る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
～
地
球
（
地

球
周
辺
）
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，
電
流
，

電
圧
，
抵
抗
（
量
）
の
関
係
を
オ
ー
ム

の
法
則
の
関
係
で
捉
え
る

例
：
物
質
や
そ
の
変
化
に
つ
い
て
，
原
子
や

分
子
を
化
学
変
化
で
実
体
的
に
捉
え
る

例
：
植
物
や
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に

つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

例
：
地
層
の
重
な
り
に
つ
い
て
，
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

高
等
学
校

【
事
象
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
，

粒
子
，
生
命
，
地
球
に

分
節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
～
見
え
な
い
（
不
可
視
レ
ベ
ル
）
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関
係
的
な
視

点
で
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高

次
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
質
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点

で
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高
次

的
に
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
分

子
～
細
胞
～
個
体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点

で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
～
地
球
（
地

球
周
辺
）
～
宇
宙
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主

と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
抵
抗
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，

物
質
の
違
い
か
ら
包
括
的
・
高
次
的
に

捉
え
る

例
：
物
質
の
構
成
粒
子
に
つ
い
て
，
原
子
の

構
造
や
電
子
配
列
か
ら
包
括
的
・
高
次

的
に
捉
え
る

例
：
生
物
と
遺
伝
子
に
つ
い
て
，
多
様
性
と

共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

例
：
プ
レ
ー
ト
の
運
動
や
火
山
活
動
と
地
震

に
つ
い
て
，
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点

で
捉
え
る
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自
然
事
象
に
対
す
る
気
付
き

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
・
実
験
の
実
施
＊
４

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

●
主
体
的
に
対
象
と
か
か
わ
ろ
う
と
し
た
り
，
観
察
し
よ
う
と
す
る
態
度

●
対
象
を
観
察
し
，
必
要
な
情
報
を
抽
出
・収
集
す
る
力

●
抽
出
・
収
集
し
た
情
報
に
つ
い
て
，
そ
れ
ら
の
関
係
性
（共
通
点
や
相
違
点
な
ど
）
や
傾

向
を
見
い
だ
す
力

●
見
通
し
を
持
ち
，
検
証
で
き
る
仮
説
を
設
定
す
る
力

●
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の
観
察
・実
験
の
計
画
を
立
案
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
計
画
を
評
価
・
選
択
・決
定
す
る
力

●
観
察
・
実
験
を
実
行
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
処
理
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力

●
情
報
収
集
し
て
仮
説
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
り
，
考
察
し
た
り
す
る
力

●
全
体
を
振
り
返
っ
て
推
論
し
た
り
，
改
善
策
を
考
え
た
り
す
る
力

●
新
た
な
知
識
や
モ
デ
ル
等
を
創
造
し
た
り
，
次
の
課
題
を
発
見
し
た
り
す
る
力

●
事
象
や
概
念
等
に
対
す
る
新
た
な
知
識
を
再
構
築
し
た
り
，
獲
得
し
た
り
す
る
力

●
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
や
社
会
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

研
究
発
表

相
互
評
価

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

調
査

意
見
交
換
・
議
論

課 題 の 把 握( 発 見) 課 題 の 探 究( 追 究) 課 題 の 解 決

表
現
・
伝
達

●
考
察
・
推
論
し
た
こ
と
や
結
論
を
発
表
し
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
す
る
力

意
見
交
換
・
議
論

次
の
探
究
の
プ
ロ
セ
ス

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

見
通
し

振
り
返
り

資料７－４
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例
（
た
た
き
台
）
（
高
等
学
校
基
礎
科
目
の
例
）

2
0
1
6
0
4
2
6
案

学
習
活
動
例
（
主
体
的
な
課
題
解
決
）
＊
１

理
科
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
例
＊
２

協
働
的
な
学
び
の
例
＊
３

＊
１

探
究
の
過
程
は
，
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
，
授
業
で
は
，
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
の
み
を
扱
っ
て
も
よ
い
。

＊
２

全
て
の
学
習
過
程
に
お
い
て
，
今
ま
で
に
身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
や
既
習
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

＊
３

意
見
交
換
や
議
論
の
際
に
は
，
あ
ら
か
じ
め
個
人
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
，
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
分
の
考
え
を
よ
り
妥
当
な
も
の
に
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

＊
４

単
元
内
容
や
題
材
の
関
係
で
観
察
・
実
験
が
扱
え
な
い
場
合
も
，
論
理
的
に
検
討
を
行
う
な
ど
，
探
究
の
過
程
を
経
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

見
通
し
と
振
り
返
り
の
例

●
見
出
し
た
関
係
性
や
傾
向
か
ら
，
課
題
を
設
定
す
る
力

課
題
の
設
定
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資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に
重
視
す
べ
き
理
科
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
案
）
【
た
た
き
台
】

表
：
各
教
科
等
の
評
価
の
趣
旨

評
価
の
観
点
（
論
点
整
理
）

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

高
等
学
校
　
理
科

中
学
校
　
理
科

小
学
校
　
理
科

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
概
念
や
原

理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
し
，
知
識
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習

得
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を

的
確
に
記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象

を
科
学
的
に
探
究
す
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い

る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行

い
，
科
学
的
に
探
究
し
，
導
き
出
し
た
考
え
を

根
拠
を
も
と
に
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
主
体
的
に
か
か
わ

り
，
そ
れ
ら
を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
と

と
も
に
，
探
究
の
過
程
な
ど
を
通
し
て
獲
得
し
た

知
識
・
技
能
を
日
常
生
活
や
社
会
に
生
か
そ
う

と
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
性
質
や
規
則
性
，
相

互
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
器
具
や
機
器
を

目
的
に
応
じ
て
扱
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程

や
結
果
を
的
確
に
記
録
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行

い
，
得
ら
れ
た
結
果
を
考
察
し
，
よ
り
妥
当
な
考

え
を
表
現
し
て
い
る
。

・
自
然
に
親
し
み
，
積
極
的
に
自
然
の
事
物
・

現
象
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
，
問
題
解
決

の
過
程
な
ど
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識
・
技
能

を
身
の
回
り
の
自
然
の
事
物
・
現
象
の
把
握
に

生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
概
念
や
原

理
・
法
則
の
基
本
を
理
解
し
，
知
識
を
身
に
付

け
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習

得
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を

的
確
に
記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象

を
科
学
的
に
探
究
す
る
技
能
の
基
礎
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行

い
，
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
し
，
導
き

出
し
た
考
え
を
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ

れ
ら
を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
と
と
も

に
，
探
究
の
過
程
な
ど
を
通
し
て
獲
得
し
た
知

識
・
技
能
を
日
常
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て
い

る
。

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ２ ９ 日
教 育 課 程 部 会
理 科 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料５
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芸術ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．芸術系科目を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・芸術系科目を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた芸術系科目において育成すべき資質・

能力の系統性について 

 ・芸術系科目において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき芸術系科目の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき芸術系科目の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】音
楽
科

【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】音
楽
科

【高
等
学
校
】芸
術
科
（音
楽
Ⅰ
）

◎
音
楽
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
感
性
を
高
め
、
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や

音
楽
の
働
き
や
音
楽
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
音
楽
の
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
や
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
及
び
音
楽
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要

な
歌
唱
、
器
楽
、
創
作
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
音
楽
の
特
徴
を
捉
え
、
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
し
て
表
現
意
図
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
幅
広
く
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
い
、
音
楽
の
意
味
や
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
音
楽
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
、
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
と
幅
広
く
関
わ
り
、
音
や
音
楽
を
生
活
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
音
楽
を
愛
好
す

る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
豊
か
に
し
、
音
楽
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も

に
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
の
働
き
や
音
楽
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
音
楽
の
背
景
や
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
及
び
音
楽
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要
な
歌
唱
、
器
楽
、

創
作
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
音
楽
の
特
徴
を
捉
え
、
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
す
る
こ
と
や
、
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
音
楽
活
動
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
我
が
国
の
音
楽
文
化
に
愛
着
を
も
つ
と
と
も
に
諸
外
国
の
音
楽
文
化
の
多
様
性
に
気
付
き
、
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
も

て
る
よ
う
に
す
る
。

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
－
１

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
育
て
る
と
と
も
に
、
音
楽
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
培
い
、
豊
か
な

情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
音
楽
的
な
特
徴
及
び
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
音
楽
の
特
徴
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
音
楽
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
や
、
音
楽
の
よ
さ
な
ど
を
見
い
だ
し
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
様
々
な
音
楽
に
親
し
み
、
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

音
楽
科
，
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
４
月
２
６
日
版
）
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【小
学
校
】
図
画
工
作
科

1

【幼
稚
園
】
（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【高
等
学
校
】

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
，
対
象
・
事
象
を
造
形
的
な
視
点
で
捉
え
て
創
造
的
に
考
え
，
感
性
を
豊
か
に
し
，
美
術
の
基
礎
的
な
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の

働
き
や
美
術
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
豊
か
な
情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
形
や
色
彩
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
，
創
造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
理
解
し
た
り
，
美
術
作
品
や
文
化
遺
産
な
ど
に
つ
い
て
造
形
的
な
特
徴
な
ど
か
ら
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
や
，
発
想
や
構
想

し
た
こ
と
を
基
に
，
意
図
に
応
じ
て
創
意
工
夫
し
て
表
す
創
造
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
豊
か
に
発
想
や
構
想
す
る
こ
と
や
，
造
形
的
な
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
味
わ
っ
た
り
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
な
側
面
か
ら
捉
え
た
り
す
る
な
ど
，
創
造
的
に
思
考
・判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
に
取
り
組
み
，
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，
生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
と
豊
か
に
関
わ
り
，
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

◎
美
術
の
幅
広
い
創
造
活
動
を
通
し
て
，
美
的
体
験
を
豊
か
に
し
，
対
象
・事
象
を
造
形
的
な
幅
広
い

視
点
で
捉
え
て
創
造
的
に
考
え
，
感
性
を
高
め
，
創
造
的
な
表
現
及
び
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に

生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
。

①
造
形
要
素
の
働
き
に
つ
い
て
，
創
造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
や
，

発
想
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
，
意
図
に
応
じ
て
表
現
方
法
を
工
夫
し
て
表
す
創
造
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
主
題
を
生
成
し
た
り
創
造
的
に
構
想
し
た
り
す
る
こ
と
や
，
美
術
作
品
な
ど
の
表
現
の
工
夫
を

捉
え
た
り
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広
く
捉
え
た
り
し
て
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ

を
感
じ
取
り
味
わ
う
な
ど
，
創
造
的
に
思
考
・
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
及
び
鑑
賞
の
創
造
活
動
に
取
り
組
み
，
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，

生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
美
術
文
化
と
幅
広
く
関
わ
り
，
生
涯
に
わ
た
り
美
術
を
愛
好
す
る

心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

【高
等
学
校
】芸
術
科
（美
術
Ⅰ
）

【高
等
学
校
】芸
術
科
（工
芸
Ⅰ
）

◎
工
芸
の
幅
広
い
創
造
活
動
を
通
し
て
，
美
的
体
験
を
豊
か
に
し
，
対
象
・事
象
を
造
形
的
な
幅
広
い

視
点
で
捉
え
て
創
造
的
に
考
え
，
感
性
を
高
め
，
創
造
的
な
表
現
及
び
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と

と
も
に
生
活
や
社
会
の
中
の
工
芸
の
働
き
や
工
芸
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
造
形
要
素
の
働
き
に
つ
い
て
，
創
造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
や
，

発
想
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
，
意
図
に
応
じ
て
吟
味
し
創
意
工
夫
し
て
制
作
す
る
創
造
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
心
豊
か
に
発
想
や
構
想
す
る
こ
と
や
，
工
芸
作
品
な
ど
の
表
現
の
工
夫
を
捉
え
た
り
，
工
芸
の
伝
統

と
文
化
を
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広
く
捉
え
た
り
し
て
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
味
わ
う
な
ど
，

創
造
的
に
思
考
・
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
及
び
鑑
賞
の
創
造
活
動
に
取
り
組
み
，
工
芸
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，

生
活
や
社
会
の
中
の
工
芸
の
働
き
や
工
芸
の
伝
統
と
文
化
と
幅
広
く
関
わ
り
，
生
涯
に
わ
た
り
工
芸
を

愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

【中
学
校
】
美
術
科

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
－
２

図
画
工
作
科
，
美
術
科
，
芸
術
科
（
美
術
，
工
芸
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

（
４
月
２
６
日
版
）

◎
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
形
や
色
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
関
わ
り
創
造
的
に
考
え
、
感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
、
つ
く
り
だ
す
喜
び
を
味
わ
う
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
造
形
的
な
創
造
活
動
の
基
礎
的
な
能

力
を
培
い
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
形
や
色
、
材
料
や
用
具
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
創
造
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
豊
か
に
発
想
や
構
想
す
る
こ
と
や
、
作
品
な
ど
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
る
こ
と
な
ど
、
創
造
的
に
思
考
・
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
主
体
的
に
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
に
取
り
組
み
、
つ
く
り
だ
す
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
や
、
生
活
の
中
の
様
々
な
造
形
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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【小
学
校
】国
語
科
（書
写
）

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
４
月
２
６
日
版
）

【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】国
語
科
（書
写
）

【高
等
学
校
】芸
術
科
（書
道
Ⅰ
）

◎
書
道
の
幅
広
い
創
造
的
活
動
を
通
し
て
，
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
の
視
点
で
書
を
捉
え
，
感
性

を
高
め
，
書
写
能
力
の
向
上
を
図
り
，
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
，
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
と
書
の
働
き

や
，
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
書
の
特
質
に
即
し
て
理
解
を
深
め
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
。

①
書
の
表
現
方
法
や
形
式
，
書
表
現
の
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
，
意
図
に
基
づ
い
た
創
造
的
な
表
現
を
構
想
し
工
夫

し
て
表
す
た
め
に
，
書
の
伝
統
に
基
づ
く
効
果
的
な
書
表
現
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
，
自
ら
の
意
図
に
基
づ
い
て
構
想
し
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
や
，
書
表
現
を
創
造
的
に
味
わ
っ
た
り
，

書
の
効
用
や
作
品
の
価
値
を
考
え
た
り
し
て
，
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
書
の
創
造
的
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，
表
現
と
鑑
賞
の
幅
広
い
活
動
に
主
体
的
に
取
組
む
と
と
も
に
，
文
字
や
書
の
効
用
を
生
活

や
社
会
の
中
で
生
か
し
，
書
の
伝
統
と
文
化
に
豊
か
に
関
わ
り
，
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

・
文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
書
写
能
力
を
社
会
生
活
に
生
か
す
と
と
も
に
、
文
字
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
書
写
能
力
を
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
と
と
も
に
、
手
書
き
の
意
義
や
文
字
の
由
来
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
数
量
な
ど
に
親
し
む
体
験
を
重
ね
た
り
、
標
識
や
文
字
の
役
割
に
気
付
い
た
り
し
、
必
要
感
に
応
じ
て
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
言
葉
を
通
し
て
先
生
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
、
絵
本
や
物
語
な
ど
を
親
し
み
な
が
ら
、
豊
か
な
言
葉
や
表
現
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る

・
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

（
国
語
科
（
必
履
修
科
目
）

「
現
代
の
国
語
」
（
仮
称
）

・
実
社
会
・
実
生
活
に
生
か
す
内
容

（
履
歴
書
等
の
社
会
的
な
文
書
や

通
信
文
な
ど
に
お
い
て
文
字
を

効
果
的
に
書
く
こ
と
な
ど
）

「
言
語
文
化
」
（
仮
称
）

・
多
様
な
文
字
文
化
に
関
す
る
内
容

（
古
典
の
作
品
と
書
体
等
と
の
か

か
わ
り
を
も
つ
こ
と
な
ど
）

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
－
３
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

小
学
校

音
楽

・
音
楽
的
な
特
徴
及
び
構
造
と
、
曲
想
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
理
解
、
音
符
、
休
符
、
記
号
や
音
楽
に
関

わ
る
用
語
の
意
味
や
働
き
に
つ
い
て
音
楽
活
動
を
通

し
た
理
解

な
ど

・
自
分
で
音
楽
表
現
を
し
た
り
友
達
と
一
緒
に
音
楽
表

現
を
し
た
り
、
自
分
の
思
い
や
意
図
を
音
楽
で
表
現

し
た
り
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
技
能

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
よ
さ
や
面

白
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
知
識
や
技
能
を
得
た
り
活

用
し
た
り
し
て
、
音
楽
表
現
を
工
夫
し
、
ど
の
よ
う
に
表
す

か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
見
い
だ
す
力

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
よ
さ
や
面

白
さ
な
ど
の
感
じ
取
り
な
が
ら
、
知
識
を
得
た
り
活
用
し
た

り
し
て
、
楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
な
ど
を
考
え
味
わ
い
、

自
分
な
り
に
音
楽
の
よ
さ
な
ど
を
見
い
だ
す
力

な
ど

・
リ
ズ
ム
感
、
旋
律
感
な
ど
音
楽
の
特
性

を
感
じ
取
る
感
性

・
協
働
し
て
音
楽
活
動
す
る
喜
び
の
実
感

・
音
楽
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態

度

・
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
生
活
の
中
の
様
々
な
音
や
音
楽
へ
の

気
付
き

・
音
楽
経
験
を
生
活
に
生
か
し
、
生
活
を

明
る
く
潤
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
態
度

・
我
が
国
や
諸
外
国
の
音
楽
に
親
し
み
、

そ
れ
ら
を
大
切
に
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て

感
動
す
る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の

情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
１
－
１
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

中
学
校

音
楽

・
音
楽
の
構
造
と
曲
想
と
の
関
わ
り
、
及
び
音
楽
の
背

景
と
曲
想
と
の
関
わ
り
や
そ
の
多
様
性
な
ど
の
音
楽

文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
音
楽
を
形
づ

く
っ
て
い
る
要
素
及
び
そ
れ
ら
に
関
わ
る
用
語
や
記

号
な
ど
に
つ
い
て
、
音
楽
に
お
け
る
働
き
と
関
わ
ら

せ
て
理
解
す
る
こ
と

な
ど

・
自
分
な
り
に
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
し
た
り
、
思
い

や
意
図
を
音
楽
で
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
や
要
素
同
士
の
関
連
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生

み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識
や
技
能
を

得
た
り
活
用
し
た
り
し
て
、
音
楽
表
現
を
創
意
工
夫
し
、
ど

の
よ
う
に
表
す
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
生
み
出
す
こ
と

な
ど

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る

要
素
や
要
素
同
士
の
関
連
を
知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生

み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識
を
得
た
り

活
用
し
た
り
し
て
、
音
楽
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
た
り
、
音

楽
と
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
と
の
関
連
か
ら
音
楽
を
捉
え
た
り
、

自
分
に
と
っ
て
の
価
値
を
考
え
た
り
し
、
よ
さ
や
美
し
さ
を

味
わ
い
、
音
楽
の
意
味
や
価
値
を
生
み
出
す
こ
と

な
ど

・
音
や
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
の
質

的
な
世
界
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感

じ
取
る
感
性

・
協
働
し
て
音
楽
活
動
す
る
喜
び
の
自
覚

・
音
楽
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態

度

・
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
音
環
境
へ
の
関
心

・
音
楽
に
よ
っ
て
生
活
を
明
る
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
態
度

・
我
が
国
の
音
楽
文
化
へ
の
愛
着
や
、
諸

外
国
の
様
々
な
音
楽
に
関
わ
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て

感
動
す
る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の

情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
音
楽
）

・
音
楽
の
構
造
と
曲
想
と
の
関
わ
り
、
及
び
音
楽
の
文

化
的
・
歴
史
的
背
景
と
曲
想
と
の
関
わ
り
や
表
現
方

法
、
音
楽
様
式
、
伝
承
方
法
の
多
様
性
な
ど
の
音
楽

文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、
音
楽
を
形
づ

く
っ
て
い
る
要
素
及
び
音
楽
に
関
す
る
用
語
や
記
号

な
ど
に
つ
い
て
、
音
楽
表
現
上
の
働
き
と
関
わ
ら
せ

て
理
解
す
る
こ
と

な
ど

・
個
性
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
を
し
た
り
、

表
現
意
図
を
音
楽
で
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を

知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識

や
技
能
を
得
た
り
活
用
し
た
り
し
て
音
楽
表
現
を
創

意
工
夫
し
、
楽
曲
の
背
景
な
ど
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら

表
現
意
図
を
創
造
す
る
こ
と

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を

知
覚
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
感
受
し
な
が
ら
、
知
識

を
得
た
り
活
用
し
た
り
し
て
音
楽
を
自
分
な
り
に
解

釈
し
た
り
、
音
楽
と
生
活
及
び
社
会
な
ど
と
の
関
連

か
ら
音
楽
を
捉
え
た
り
、
自
分
や
社
会
に
と
っ
て
の

価
値
を
考
え
た
り
し
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
い
、

音
楽
の
意
味
や
価
値
を
創
造
す
る
こ
と

な
ど

・
音
や
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
の
質
的
な
世

界
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感
じ
取
る
感
性

・
協
働
し
て
音
楽
活
動
す
る
喜
び
の
自
覚

・
芸
術
と
し
て
の
音
楽
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り

組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
音
楽
を
愛
好
す
る

心
情

・
よ
り
よ
い
音
環
境
を
求
め
る
態
度

・
音
楽
に
よ
っ
て
生
活
や
社
会
を
明
る
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
態
度

・
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
音
楽
文
化
を
尊
重
す
る

態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動
す

る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

高
等
学
校

音
楽

・
音
楽
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
音
楽
表
現
の
技

能

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
分
析
的
か
つ
総
体
的
に
捉

え
、
根
拠
を
も
っ
て
解
釈
し
、
明
確
な
表
現
意
図
を

も
っ
た
り
、
音
楽
作
品
や
演
奏
な
ど
に
つ
い
て
批
評

す
る
能
力
を
高
め
た
り
し
て
、
音
楽
の
社
会
的
・
文

化
的
な
意
味
や
価
値
か
ら
芸
術
文
化
の
発
展
に
つ
い

て
考
え
、
創
造
す
る
こ
と

な
ど

・
音
や
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
の
質
的
な
世

界
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感
じ
取
る
感
性

・
音
楽
文
化
の
発
展
と
創
造
に
寄
与
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動
す

る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

小
学
校

図
画
工
作

・
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
や
，
材
料
や
用
具

の
特
徴
、
作
品
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
、
造
形
的

な
創
造
活
動
を
通
し
た
理
解
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働

か
せ
た
り
経
験
を
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
、
形
や
色

な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
捉
え
る
と
と
も
に
自
分
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど
し
て
、
表
し
た
い
こ
と
に
合

わ
せ
て
材
料
や
用
具
を
使
い
、
表
し
方
を
工
夫
す
る

な
ど
の
創
造
的
な
技
能
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か

せ
な
が
ら
、
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
捉
え
る

と
と
も
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど
し
て
、
表
し

た
い
こ
と
を
発
想
し
た
り
、
形
や
色
、
用
途
な
ど
を
考

え
な
が
ら
、
表
し
方
を
構
想
し
た
り
す
る
力
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体
全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か

せ
な
が
ら
、
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
捉
え
る

と
と
も
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ど
し
て
、
自
分

た
ち
の
作
品
や
美
術
作
品
な
ど
か
ら
表
現
の
面
白
さ
を

捉
え
た
り
、
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
っ
た
り
す

る
力
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
や
事
象
を
心
に
感
じ
取
る
感
性

・
感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
味
わ
う
、
つ
く
り
だ
す

喜
び

・
造
形
的
な
創
造
活
動
に
主
体
的
に
関
わ
る
態
度

・
形
や
色
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動
す
る
、

情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
１
－
２
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

中
学
校

美
術

・
形
や
色
彩
，
材
料
，
光
な
ど
の
性
質
や
，
そ
れ

ら
が
も
た
ら
す
感
情
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
，
創

造
活
動
を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
実
感
的

に
理
解
し
た
り
，
美
術
作
品
，
文
化
遺
産
な
ど
に

つ
い
て
造
形
的
な
特
徴
か
ら
作
風
な
ど
を
理
解
し

た
り
す
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
造
形
感
覚
を
働
か
せ
，
形
や
色
彩
な
ど

の
表
し
方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
，
意
図
や
自
己
の
捉

え
た
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
応
じ
て
，
形
や
色
彩
，
材

料
，
用
具
の
特
性
を
生
か
し
た
り
，
新
た
な
表
現

方
法
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
や
，
見
通
し
を

も
っ
て
表
し
た
り
す
る
な
ど
の
創
造
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
，
造
形
的
な
視
点
で
対
象
・

事
象
を
捉
え
た
り
，
形
や
色
彩
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ

メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
主
題
を
生
み
出
し

た
り
豊
か
に
発
想
し
た
り
し
，
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
考

え
創
造
的
な
表
現
の
構
想
を
練
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
，
造
形
的
な
視
点
で
対
象
・

事
象
を
捉
え
た
り
，
形
や
色
彩
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ

メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
身
の
回
り
の
造
形

や
美
術
作
品
に
つ
い
て
の
見
方
や
感
じ
方
を
深
め
た
り
、

生
活
や
社
会
を
美
し
く
豊
か
に
す
る
美
術
の
働
き
を
捉
え

る
と
と
も
に
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
側
面
か

ら
捉
え
た
り
し
て
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取

り
味
わ
う
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び

・
美
術
の
創
造
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

・
美
術
を
愛
好
す
る
心
情

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る

態
度

・
美
術
文
化
の
継
承
と
創
造
へ
の
関
心

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

下
線
部
は
、
〔
共
通
事
項
〕
と
関
連
す
る
箇
所

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

111



個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
美
術
）

・
造
形
要
素
の
働
き
な
ど
に
つ
い
て
，
創
造
活
動

を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
実
感
的
に
理
解

し
た
り
，
美
術
作
品
，
文
化
遺
産
な
ど
に
つ
い
て

造
形
的
な
特
徴
か
ら
表
現
の
特
質
を
理
解
し
た
り

す
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
造
形
感
覚
な
ど
を
豊
か
に

働
か
せ
，
意
図
や
自
己
の
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
な
ど

に
応
じ
て
，
造
形
要
素
や
材
料
，
用
具
の
特
性
を

生
か
し
た
り
，
表
現
方
法
を
創
意
工
夫
し
た
り
し

て
表
す
な
ど
の
創
造
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ

と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
幅
広
く
捉
え
た
り
，
造
形
要

素
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど

し
て
，
主
題
を
生
成
し
，
表
現
形
式
な
ど
の
特
性
や
造
形

要
素
の
働
き
な
ど
を
考
え
，
創
造
的
な
表
現
の
構
想
を
練

る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
幅
広
く
捉
え
た
り
，
造
形
要

素
の
特
徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど

し
て
，
美
術
作
品
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
鑑
賞
し
て
，

心
豊
か
な
生
き
方
に
関
わ
る
美
術
の
働
き
を
捉
え
る
と
と

も
に
，
美
術
文
化
を
伝
統
的
か
つ
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広

く
捉
え
，
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
創
造
的
に
味
わ
う
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び

・
芸
術
と
し
て
の
美
術
の
創
造
活
動
に
主
体
的
に

取
り
組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
美
術
を
愛
好
す
る
心
情

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る

態
度

・
美
術
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

高
等
学
校

美
術
科

・
美
術
の
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
創
造
的
な

技
能

な
ど

・
感
性
や
美
的
直
感
力
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
個

性
豊
か
な
発
想
や
構
想
を
し
た
り
，
美
術
作
品
や
文
化
財

な
ど
に
つ
い
て
批
評
す
る
能
力
を
高
め
た
り
し
て
，
地
域

や
社
会
全
般
に
わ
た
る
芸
術
文
化
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
，

創
造
す
る
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
美
術
文
化
の
発
展
と
創
造
に
寄
与
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操
な
ど

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
工
芸
）

・
造
形
要
素
の
働
き
な
ど
に
つ
い
て
，
創
造
活
動

を
通
し
た
造
形
的
な
視
点
と
し
て
実
感
的
に
理
解

し
た
り
，
工
芸
作
品
，
伝
統
工
芸
な
ど
に
つ
い
て

造
形
的
な
特
徴
か
ら
工
芸
の
特
質
な
ど
を
理
解
し

た
り
す
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
造
形
感
覚
な
ど
を
豊
か
に

働
か
せ
，
意
図
や
自
己
の
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
な
ど

に
応
じ
て
，
造
形
要
素
や
素
材
，
用
具
の
特
性
を

生
か
し
た
り
，
手
順
や
技
法
な
ど
を
吟
味
し
創
意

工
夫
し
た
り
し
て
制
作
す
る
な
ど
の
創
造
的
な
技

能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
捉
え
た
り
，
造
形
要
素
の
特

徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，

心
豊
か
に
発
想
し
，
用
と
美
の
調
和
や
造
形
要
素
の
働
き

な
ど
を
考
え
，
創
造
的
な
制
作
の
構
想
を
練
る
こ
と
。 な
ど

・
感
性
や
美
的
感
覚
，
想
像
力
を
豊
か
に
働
か
せ
，
造
形

的
な
視
点
で
対
象
・
事
象
を
捉
え
た
り
，
造
形
要
素
の
特

徴
な
ど
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，

工
芸
作
品
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
鑑
賞
し
て
，
心
豊
か

な
生
き
方
に
関
わ
る
工
芸
の
働
き
を
捉
え
る
と
と
も
に
，

工
芸
の
伝
統
と
文
化
を
創
造
的
側
面
か
ら
幅
広
く
捉
え
，

そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
創
造
的
に
味
わ
う
こ
と
。

な
ど

・
様
々
な
対
象
・
事
象
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど

の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ
取
る
感
性

・
工
芸
の
創
造
活
動
の
喜
び

・
芸
術
と
し
て
の
工
芸
の
創
造
活
動
に
主
体
的
に

取
り
組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
工
芸
を
愛
好
す
る
心
情

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
生
活
や
社
会
と
主
体
的
に
関
わ
る

態
度

・
工
芸
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し
て
感
動

す
る
，
情
感
豊
か
な
心
と
し
て
の
情
操

な
ど

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

高
等
学
校

芸
術

（
書
道
）

・
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
表
現
効
果
の
視
点
か
ら
，

表
現
方
法
，
形
式
，
書
表
現
の
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て

理
解
し
た
り
，
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の
働

き
，
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
書
の
特
質
に
即
し
て

理
解
し
た
り
す
る
こ
と

な
ど

・
感
性
を
働
か
せ
て
，
意
図
に
基
づ
い
た
創
造
的
な
表
現

を
構
想
し
工
夫
す
る
た
め
に
，
用
具
・
用
材
の
特
徴
を

理
解
し
，
書
の
伝
統
に
基
づ
く
効
果
的
な
書
表
現
の
技

能
を
身
に
付
け
る
こ
と

な
ど

・
書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
，
書
を
構
成
す
る
要
素
と

そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
を
捉
え
る
な
ど
し
て
，

感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
，
自
ら
の
思
い
や
意
図
に
基
づ
い
て

構
想
し
，
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と

な
ど

・
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き

を
捉
え
る
な
ど
し
て
，
書
表
現
を
創
造
的
に
味
わ
っ
た
り
，

文
字
や
芸
術
と
し
て
の
書
の
伝
統
と
文
化
を
，
歴
史
的
背
景

や
諸
文
化
と
の
関
連
な
ど
か
ら
深
く
捉
え
た
り
し
て
，
書
の

効
用
や
作
品
の
価
値
を
考
え
，
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え

方
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と

な
ど

・
書
の
特
質
に
根
ざ
し
、
よ
さ
や
美
し

さ
な
ど
の
価
値
や
心
情
な
ど
を
感
じ

取
る
感
性

・
書
の
創
造
的
活
動
の
喜
び

・
芸
術
と
し
て
の
書
の
創
造
的
活
動
に

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情

・
文
字
や
書
の
効
用
を
生
活
や
社
会
の

中
で
生
か
す
態
度

・
書
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
美
し
い
も
の
や
優
れ
た
も
の
に
接
し

て
感
動
す
る
、
情
感
豊
か
な
心
と
し

て
の
情
操

な
ど

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理

（
検
討
の
た
た
き
台
）

下
線
部
は
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
の
支
え
と
な
る
指
導
内
容

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
１
－
３
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平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日
教 育 課 程 部 会
芸術ワーキンググループ

資料２

芸術系教科・科目における見方・考え方（案）

教科・科目 見方・考え方（案）

小学校
音楽科

音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で音楽を捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起さ
れるイメージや感情、生活などとの関わりについて考えること。

中学校
音楽科

音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で音楽を捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起さ
れるイメージや感情、生活や社会、文化などとの関わりについて
考えること。

高等学校
芸術科(音楽)

感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で
音楽を幅広く捉え、音楽的な特徴と、音楽によって喚起されるイ
メージや感情、芸術としての音楽の文化的・歴史的背景などとの
関わりについて考えること。

小学校
図画工作科

感性や想像力などを働かせて、形や色などを捉えたり、自分のイ
メージをもったりしながら、他者や社会、自然や環境などとの多
様な関係の中で、造形や、心豊かに生きることと造形との関わり
について、創造的に考えること。

中学校
美術科

感性や想像力を働かせて、形や色彩などの造形的な視点で、対象
やイメージを捉えるなどして、自己や他者との関わりや、生活、
社会、文化などとの多様な関係の中で、心豊かに生きることと美
術の関わりについて創造的に考えること。

高等学校
芸術科(美術)

感性や想像力を豊かに働かせて、形や色彩などの造形的な視点で、
対象やイメージを幅広く捉えるなどして、自己や他者との関わり
や、生活、社会、文化などとの多様な関係の中で、心豊かに生き
ることと芸術としての美術の関わりについて創造的に考えること。

高等学校
芸術科(工芸)

感性や想像力を豊かに働かせて、形や色彩、素材などの造形的な
視点で、対象やイメージを幅広く捉えるなどして、自己や他者と
の関わりや、生活、社会、伝統と文化などとの多様な関係の中で、
心豊かに生きることと芸術としての工芸の関わりについて創造的
に考えること。

高等学校
芸術科(書道)

感性を働かせて、書を構成する要素やその関連から生み出される
働きの視点で芸術としての書を捉え、文字と書の伝統と文化、歴
史的背景、生活や社会、諸文化などとの多様な関わりの中で、書
の特質に即して考えること。
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表
現
領
域
の
学
習

（
主
体
的
・
創
造
的
に
音
楽
表
現
す
る
）

音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

知 識 ・ 技 能

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

（
や
要
素
同
士
の
関
連
）
を

聴
き
取
る
／
知
覚
す
る
こ
と

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

（
や
要
素
同
士
の
関
連
）
の
働
き
が
生
み
出

す
よ
さ
や
面
白
さ
、
特
質
や
雰
囲
気
な
ど
を

感
じ
取
る
／
感
受
す
る
こ
と

歌
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
音
を
出
し
た
り
、
聴
い
た
り
し
な
が
ら

音
や
音
楽
と
の
出
会
い

表
し
た
い
音
楽
表
現
を
見
い
だ
す
見
通
し
を
も
っ
て

協
働
的
に
学
習
す
る

思
い
や
意
図
を
音
楽
で
表
現
す
る

よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
味
わ
っ
て
聴
く

創
意
工
夫
を
生
か

し
た
音
楽
表
現
に

必
要
な
技
能
を
身

に
付
け
る

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
音
楽
で

表
現
す
る
か
に
つ
い
て

思
い
や
意
図
を
も
つ

言
葉
で
説
明
し
た
り
批
評
し
た
り
す
る
な
ど
し
な
が

ら
、
楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
な
ど
を
考
え
た
り
、

音
楽
を
解
釈
し
た
り
、
価
値
を
考
え
た
り
す
る

音
楽
に
対
す
る
感
性知 識

関 連 付 け た り 組 み 合 わ せ た り し な が ら 、 習 得 ・ 活 用 す る

音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
見
い
だ
す
見
通
し
を
も
っ
て

協
働
的
に
学
習
す
る

関 連 付 け た り 組 み 合 わ せ た り し な が ら 、 習 得 ・ 活 用 す る

鑑
賞
領
域
の
学
習

（
主
体
的
・
創
造
的
に
鑑
賞
す
る
）

知
覚
・
感
受
し
た
こ
と
を

…

な
ど
し
な
が
ら
、
音
楽
と
の
一
体
感
を
味
わ
っ
た
り
、
要
素
の
働
き
や
音
楽
の
特
徴
に
つ
い
て
他
者
と
共
有
・
共
感
し
た
り
す
る

言
葉
や
体
の
動
き
な
ど
で
表
す

比
較
す
る

関
連
付
け
る

豊
か
な
情
操
の
育
成

音
楽
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
特
徴
と
、
音
楽
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
や
感
情
、
楽
曲
の
背
景
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
…

生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
の
働
き
の
視
点
か
ら
、
学
ん
で
い
る
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
や
価
値
な
ど
を
自
覚
す
る

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
２
－
１
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Ａ
表
現

Ｂ
鑑
賞

形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な

特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
関
わ
る

全
て
の
学
習
活
動
に

共
通
に
働
く
資
質
・能
力

言 語 活 動

発
想
や
構
想

を
す
る

自
分
の
表
し
た
い
こ
と
（
主
題
）

を
考
え
て
見
付
け
る

材
料
な
ど
か
ら
表
し
た

い
こ
と
を
見
付
け
る

自
分
の
表
現
の
意
図
を

基
に
創
造
的
に
構
想
す
る

話
し
た
り

話
し
合
っ
た
り
す
る

説
明
し
合
っ
た
り

価
値
意
識
を
も
っ
て

批
評
し
合
っ
た
り
す
る

討
論
や
根
拠
を

も
っ
て
批
評
し
合
う

ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

な
ど
に
感
じ
た
こ
と
や

考
え
な
ど
を
整
理
す
る

創
造
的
に
発
想
す
る

他
者
へ
の
働
き
か
け

他
者
か
ら
の
働
き
か
け

協
働
的
な
学
び

形 や 色 ， 材 料 な ど を 操 作 し た り

用 い た り し て 思 考 ・ 判 断 す る

作
品
な
ど
の

よ
さ
や
美
し
さ

な
ど
を
感
じ

取
り
味
わ
う

自
分
の
見
方
や
感
じ
方
を

大
切
に
し
て
，
作
品
な
ど

の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を

感
じ
取
り
味
わ
う

美
術
文
化
や
工
芸
の
伝
統

と
文
化
の
理
解
を
深
め
る

図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

形 や 色 、 イ メ ー ジ な ど を 基 に

言 葉 を 用 い て 思 考 ・ 判 断 す る
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
や
感
性
な
ど

生
活
や
社
会
の
中
の
造
形

や
美
術
の
働
き
に
つ
い
て

感
じ
取
っ
た
り
理
解
を
深

め
た
り
す
る

創
造
的
な

技
能
を

働
か
せ
る

自
分
の
表
現
の

意
図
に
応
じ
て

創
意
工
夫
し
て

創
造
的
な
技
能
を
働
か
せ
る

材
料
や
用
具
の
特
性
な
ど

を
生
か
し
て
創
造
的
な

技
能
を
働
か
せ
る

見
通
し
を
も
っ
て

技
能
を
働
か
せ
る

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
２
－
２
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A表現

形や色、イメージなどの視点をもち、
生活や社会と関わる資質・能力の育成

文化
理解

豊かな情操

創造性 感性

自己

図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）における学習のプロセス
（イメージ案）

B鑑賞

※

※小学校は､
基盤を育てる
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表
現
領
域

鑑
賞
領
域

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
す
る

知 識 ・ 技 能

・
書
の
形
式
や
表
現
の
多
様
性
つ
い
て

理
解
す
る

・
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の

働
き
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て

理
解
す
る

・
用
具
・
用
材
の
特
徴
、
表
現
方
法
を
理

解
す
る

・
書
の
伝
統
に
基
づ
い
た
効
果
的
な
表
現

の
技
能
を
身
に
付
け
る

書
に
対
す
る
感
性

臨 書 活 動 ・ 創 作 活 動 創 作 活 動

書
を
構
成
す
る
要
素
を
関
連
さ
せ
な
が

ら
、
自
ら
の
構
想
に
基
づ
き
、
表
現
を

工
夫
す
る

生
活
や
社
会
の
中
で
の
働
き
や
書
の
効

用
を
考
え
、
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え

方
を
広
げ
る

・
書
表
現
を
創
造
的
に
味
わ
う

・
文
字
や
芸
術
と
し
て
の
書
の
伝
統
と

文
化
に
つ
い
て
深
く
捉
え
る

【
言
語
活
動
】

・
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
考
え
た
り

説
明
し
合
っ
た
り
す
る

・
根
拠
を
も
っ
て
批
評
し
合
う

・
自
ら
の
思
い
や
意
図
に
基
づ
い
て
、

表
現
を
構
想
す
る

【
言
語
活
動
】

・
書
こ
う
と
す
る
言
葉
を
選
ん
だ
り
、

生
み
出
し
た
り
す
る

・
表
現
の
意
図
を
言
葉
で
表
す

豊
か
な
情
操
、
生
活
や
社
会
に
お
け
る
文
字
や
書
に
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

参
考
と
す
る
古

典
を
選
択
す
る

用
具
・
用
材
を

選
択
す
る

書
表
現
と
の
出
会
い

書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
表
現
効

果
の
視
点
か
ら
の
理
解

書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
を
捉
え
る

言
葉
に
よ
る
思
考
・
判
断

書
を
構
成
す
る
要
素
に
よ
る
思
考
・
判
断

書
風
の
違
い

を
比
較
す
る

歴
史
的
背
景
と

関
連
付
け
る

書
風
を
分
析
的

に
捉
え
る

全
体
構
成
を
考

え
る

往 還 し な が ら 深 ま っ て い く

往 還 し な が ら 深 ま っ て い く

知 識

平
成
２
８
年
４
月
２
６
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

参
考
資
料
２
－
３
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小
学
校
音

楽
科
の
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

音
楽

的
な

特
徴

及
び

構
造

と
、

曲
想

と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

、
表

現
及

び
鑑

賞
の

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 

自
分

で
音

楽
表

現
を

し
た

り
友

達
と

一

緒
に

音
楽

表
現

を
し

た
り

、
自

分
の

思
い

や
意

図
を

音
楽

で
表

現
し

た
り

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
技

能
を

身
に

付
け

、
歌

っ
た

り
、

楽
器

を
演

奏
し

た
り

、
音

楽
を

つ
く

っ

た
り

し
て

い
る

。
 

（
例

）
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
聴

き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
表

現
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
い

る
。

 

 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
聴

き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
楽

曲
の

特
徴

や
演

奏
の

よ
さ

な
ど

を
考

え
、

自
分

な
り

に
音

楽
の

よ
さ

な
ど

を
見

い
だ

し
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る

。
 

  

（
例

）
 

音
や

音
楽

に
親

し
み

、
主

体
的

・
協

働

的
に

音
楽

表
現

や
鑑

賞
の

学
習

に
取

り

組
も

う
と

す
る

。
 

   

平
成

２
８

年
４

月
２

６
日

 
教

育
課

程
部

会
 

芸
術

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

資
料

６
－

１
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中
学
校
音

楽
科
の
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

楽
曲

の
背

景
や

構
造

と
、

曲
想

と
の

関
わ

り
及

び
そ

の
多

様
性

に
つ

い
て

、
表

現
及

び
鑑

賞
の

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 

自
分

な
り

に
音

楽
表

現
を

創
意

工
夫

し
た

り
、

自
分

の
思

い
や

意
図

を
音

楽
で

表
現

し
た

り
す

る
た

め
の

技
能

を
身

に
付

け
、

歌
唱

、
器

楽
、

創
作

で
表

し
て

い
る

。
 

（
例

）
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

し
な

が
ら

、
音

楽
表

現
を

創
意

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
い

る
。

 

 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

し
な

が
ら

、
解

釈
し

た
り

、

自
分

や
生

活
に

と
っ

て
の

音
楽

の
価

値

を
考

え
た

り
し

て
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ

を
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る

。
 

 

（
例

）
 

音
や

音
楽

に
親

し
み

、
生

活
や

社
会

と

音
や

音
楽

と
の

関
わ

り
に

気
付

き
、

主
体

的
・
協

働
的

に
音

楽
表

現
や

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
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高
等

学
校

芸
術

科
（

音
楽
Ⅰ

）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討
 

（
例

）
 

楽
曲

の
文

化
的

・
歴

史
的

背
景

や
構

造
と

、
曲

想
と

の
関

わ
り

及
び

そ
の

多
様

性
に

つ
い

て
、

音
楽

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 

音
楽

表
現

の
創

意
工

夫
を

し
た

り
、

自

分
の

表
現

意
図

を
音

楽
で

表
現

し
た

り
す

る
た

め
に

必
要

な
歌

唱
、

器
楽

、
創

作
の

技
能

を
身

に
付

け
、

創
造

的
に

表
し

て
い

る
。

 

（
例

）
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

を
感

受
し

な
が

ら
、

音

楽
表

現
を

創
意

工
夫

し
、

表
現

意
図

を
も

っ
て

い
る

。
 

 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

を
感

受
し

な
が

ら
、

楽

曲
や

演
奏

を
解

釈
し

た
り

、
生

活
や

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
価

値
を

考
え

た
り

し

て
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的
に

味
わ

っ
て

聴
い

て
い

る
。

 

 

（
例

）
 

音
楽

活
動

の
喜

び
を

味
わ

い
、

音
や

音
楽

を
生

活
や

社
会

に
生

か
そ

う
と

し
、

主
体

的
・
協

働
的

に
歌

唱
、

器
楽

、
創

作
、

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
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小
学
校

図
画
工
作

科
の
評
価

の
観
点
の

イ
メ
ー

ジ
（

例
）

 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

形
や

色
な

ど
の

造
形

的
な

特
徴

や
材

料
や

用
具

の
特

徴
，

作
品

の
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
，

造
形

的
な

創
造

活
動

を
通

し
て

理
解

し
て

い
る

。
 

 感
覚

や
経

験
を

生
か

し
な

が
ら

，
表

し

た
い

こ
と

に
合

わ
せ

て
材

料
や

用
具

を
使

っ
た

り
，

表
し

方
を

工
夫

し
て

表
し

た
り

す

る
な

ど
の

創
造

的
な

技
能

を
身

に
付

け

て
い

る
。

 

 

（
例

）
 

感
じ

た
こ

と
や

材
料

な
ど

を
基

に
，

表

し
た

い
こ

と
を

思
い

付
い

た
り

，
形

や
色

，

用
途

な
ど

を
考

え
た

り
し

て
い

る
。

 

 作
品

な
ど

の
形

や
色

な
ど

か
ら

，
表

現

の
面

白
さ

を
捉

え
た

り
，

よ
さ

や
美

し
さ

な

ど
を

感
じ

取
っ

た
り

し
て

い
る

。
 

（
例

）
 

つ
く

り
だ

す
喜

び
を

味
わ

い
，

主
体

的

に
表

現
や

鑑
賞

の
創

造
活

動
に

取
り

組

も
う

と
す

る
。

 

      

平
成

２
８

年
４

月
２

６
日

 
教

育
課

程
部

会
 

芸
術

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

資
料

６
－

２
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中
学
校

美
術

科
の
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

形
や

色
彩

，
材

料
，

光
な

ど
の

性
質

や
，

そ
れ

ら
が

も
た

ら
す

感
情

な
ど

の
特

徴
に

つ
い

て
，

創
造

活
動

を
通

し
た

造
形

的
な

視
点

と
し

て
実

感
を

伴
う

理
解

を
し

た
り

，
美

術
作

品
，

文
化

遺
産

な
ど

に
つ

い
て

造
形

的
な

特
徴

か
ら

作
風

な
ど

を

理
解

し
た

り
し

て
い

る
。

 

 感
性

や
造

形
感

覚
を

働
か

せ
，

意
図

に
応

じ
て

，
形

や
色

彩
，

材
料

，
用

具
の

特
性

を
生

か
し

た
新

た
な

表
現

方
法

の

工
夫

を
し

た
り

，
見

通
し

を
も

っ
て

表
し

た

り
す

る
な

ど
の

創
造

的
な

技
能

を
身

に
付

け
て

い
る

。
 

 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

を
働

か
せ

，
豊

か
に

発
想

し
，

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
考

え
，

心

豊
か

で
創

造
的

な
表

現
の

構
想

を
練

っ

て
い

る
。

 

 感
性

や
想

像
力

を
働

か
せ

，
身

の
回

り
の

造
形

や
美

術
作

品
に

つ
い

て
の

見

方
や

感
じ

方
を

深
め

た
り

，
生

活
や

社
会

を
美

し
く

豊
か

に
す

る
美

術
の

働
き

や
，

美
術

文
化

を
伝

統
的

か
つ

創
造

的
側

面

か
ら

捉
え

た
り

し
て

，
そ

の
よ

さ
や

美
し

さ

な
ど

を
感

じ
取

り
味

わ
っ

て
い

る
。

 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

，
造

形
感

覚
を

働
か

せ
，

美
術

の
創

造
活

動
の

喜
び

を
味

わ

い
，

生
活

や
社

会
の

中
の

美
術

の
働

き

や
美

術
文

化
と

豊
か

に
関

わ
り

，
主

体
的

に
表

現
や

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
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高
等

学
校

芸
術

科
（

美
術
Ⅰ

）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討
 

（
例

）
 

造
形

要
素

の
働

き
な

ど
に

つ
い

て
，

創

造
活

動
を

通
し

た
造

形
的

な
視

点
と

し
て

実
感

を
伴

う
理

解
を

し
た

り
，

美
術

作
品

，

文
化

遺
産

な
ど

に
つ

い
て

造
形

的
な

特

徴
か

ら
表

現
の

特
質

を
理

解
し

た
り

し
て

い
る

。
 

 

感
性

や
造

形
感

覚
な

ど
を

豊
か

に
働

か
せ

，
意

図
に

応
じ

て
造

形
要

素
や

材

料
，

用
具

の
特

性
を

生
か

し
た

り
，

表
現

方
法

を
工

夫
し

た
り

し
て

表
す

な
ど

の
創

造
的

な
技

能
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

主
題

を
生

成
し

，
創

造
的

な
表

現
の

構
想

を
練

っ
て

い
る

。
 

 感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

美
的

体
験

を
豊

か
に

し
，

美
術

作
品

な
ど

を
様

々
な

観
点

か
ら

鑑
賞

し
て

，
心

豊
か

な
生

き
方

に
関

わ
る

美
術

の
働

き
や

，
美

術
文

化
を

伝
統

的
か

つ
創

造
的

側
面

か

ら
深

く
捉

え
，

そ
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
創

造

的
に

味
わ

っ
て

い
る

。
 

（
例

）
 

感
性

や
想

像
力

，
造

形
感

覚
を

豊
か

に
働

か
せ

，
美

術
の

創
造

活
動

の
喜

び

を
味

わ
い

，
多

様
な

表
現

方
法

や
，

生
活

や
社

会
の

中
の

美
術

の
働

き
及

び
美

術

文
化

と
幅

広
く

関
わ

り
，

主
体

的
に

表
現

や
鑑

賞
の

創
造

活
動

に
取

り
組

も
う

と
す

る
。
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高
等

学
校

芸
術

科
（

工
芸
Ⅰ

）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討
 

（
例

） 造
形

要
素

の
働

き
な

ど
に

つ
い

て
，

創

造
活

動
を

通
し

た
造

形
的

な
視

点
と

し
て

実
感

を
伴

う
理

解
を

し
た

り
，

工
芸

作
品

，

伝
統

工
芸

な
ど

に
つ

い
て

造
形

的
な

特

徴
か

ら
工

芸
の

特
質

な
ど

を
理

解
し

た
り

し
て

い
る

。
 

 

感
性

や
造

形
感

覚
な

ど
を

豊
か

に
働

か
せ

，
意

図
に

応
じ

て
造

形
要

素
や

素

材
，

用
具

の
特

性
を

生
か

し
た

り
，

手
順

や
技

法
な

ど
を

吟
味

し
創

意
工

夫
し

た
り

し
て

制
作

す
る

な
ど

の
創

造
的

な
技

能
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

 

（
例

） 感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

心
豊

か
な

発
想

を
し

，
用

と
美

，
よ

さ
や

美
し

さ
な

ど
を

考
え

制
作

の
構

想
を

練
る

こ
と

。
 

 

感
性

や
想

像
力

を
豊

か
に

働
か

せ
，

工
芸

作
品

な
ど

を
様

々
な

観
点

か
ら

鑑

賞
し

て
，

美
的

体
験

を
豊

か
に

し
，

心
豊

か
な

生
き

方
に

関
わ

る
工

芸
の

働
き

や
，

工
芸

の
伝

統
と

文
化

を
伝

統
的

か
つ

創

造
的

側
面

か
ら

深
く

捉
え

，
そ

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的
に

味
わ

っ
て

い
る

。
 

（
例

） 感
性

や
想

像
力

，
造

形
感

覚
を

豊
か

に
働

か
せ

，
工

芸
の

創
造

活
動

の
喜

び

を
味

わ
い

，
身

近
な

生
活

や
社

会
に

お

け
る

工
芸

の
働

き
及

び
美

術
文

化
と

幅

広
く

関
わ

り
，

主
体

的
に

表
現

や
鑑

賞
の

創
造

活
動

に
取

り
組

も
う

と
す

る
。
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高
等

学
校

芸
術
科
（

書
道

Ⅰ
）
の
評
価

の
観
点

の
イ

メ
ー

ジ
（

例
）
 

 

観
点
（
例
）

 
※

実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点

は
、
教
科
の
特
質
に
対
応
し
て
検
討
 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

 

各
観

点
の

趣
旨

の
 

イ
メ

ー
ジ

（例
） 

 

※
実

際
の

記
述

は
、

各
教

科
の

特

質
、

目
標

の
示

し
方

に
合

わ
せ

て

検
討

 

（
例

）
 

書
を

構
成

す
る

要
素

や
そ

の
表

現
効

果
、

生
活

や
社

会
の

中
で

の
文

字
や

書

の
働
き
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
、

創
造

的
な

表
現

と
鑑

賞
の

活
動

を
通

し

て
理
解
し
て
い
る
。
 

 

用
具

・
用

材
の

特
徴

や
書

の
表

現
方

法
な

ど
を

理
解

し
、

書
の

伝
統

に
基

づ

い
た

効
果

的
な

書
表

現
の

技
能

を
身

に

付
け
表
し
て
い
る
。
 

 

（
例

）
 

書
表

現
の

よ
さ

や
美

し
さ

感
受

し
、

書
を

構
成

す
る

要
素

と
そ

の
関

連
か

ら

生
み

出
さ

れ
る

働
き

を
捉

え
、

感
性

を

働
か

せ
な

が
ら

、
自

ら
の

意
図

に
基

づ

い
て

豊
か

に
構

想
し

、
効

果
的

に
表

現

を
工
夫
し
て
い
る
。
 

 

書
を

構
成

す
る

要
素

と
そ

の
関

連
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
働

き
か

ら
書

表
現

を

捉
え

，
そ

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的

に
味

わ
う

と
と

も
に

，
文

字
や

書
の

効

用
や

作
品

の
価

値
を

考
え

た
り

，
書

の

伝
統

と
文

化
に

つ
い

て
深

く
捉

え
た

り

し
て
い
る
。
 

 

（
例

）
 

書
の

創
造

的
活

動
の

喜
び

を
味

わ

い
、

生
活

や
社

会
の

中
で

の
文

字
や

書

の
働

き
、

書
の

伝
統

と
文

化
に

豊
か

に

関
わ

り
、

主
体

的
に

表
現

や
鑑

賞
の

活

動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
。
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